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「中管綻西遺跡J遭、高聞胡 ヒ東謀め注JH下流右岸に所在する遣跡ですむ

この速跡硼聯剛ふ―射永平野の低湿逃帯にあたります。東方には放生津漏がひろが

り、その局辺は麹理的素路を清かし、人々の活動の場とされてきました軒

とoたび、当地に計画された申期 区画整翠事業にをもなヤヽ 中1曽根茜動 の

軸 を操鍛鼓 たヽIしました。

調聾り碑称―苗すヒ方面にはじる遭擁班をはIEめとする1申世の様情が晴謡きね ここ

に調査報告書としてまとめ.ま した。1本書を郎とにおける歴史探求や学術研究に、ご活

用Vヽただければ幸いです拿

茉尾―になりましたが、1発掘調査ρ集絶―に鶉 力いただきました、踊殿割ぶ 地元の

管糠に、庫くお礼申b■げます葛

主藤諺年奪月

高田市教育委員会

教育景 氷見 哲正

iil



例 言      1 本書は、中曽根土地区画整理事業に伴 う、中曽根西遺跡発掘調査の報告書である。

2 第 1期調査は、四者協定を取 り交わし、中曽根土地整理組合が発注する発掘調査委託業務

を株式会社グリーンステージが受託 し、高岡市教育委員会の監理の下、株式会社エイ・テッ

クが調査を実施 した。

3 第 2期調査は、三者協定を取 り交わし、中曽根土地整理組合が発注する発掘調査委託業務

を高岡市教育委員会の監理の下、株式会社エイ・テックが調査を実施 した。

4 調査地区は、富山県高岡市中曾根である。

5 発掘調査 (現地調査)期間は、以下の通 りである。

第 1期調査 ;平成21年 4月 6日 ～同年 6月 9日

第 2期調査 ;平成21年 10月 7日 ～同年11月 27日

6 整理作業は期間は以下の通 りである。

第 1期調査 ;平成21年 4月 6日 ～平成22年 2月 26日

第 2期調査 ;平成21年 10月 7日 ～平成22年 3月 12日

7 調査関係者は以下の通 りである。

[高 岡市教育委員会 ]

文化財課長 ;大巻宏治

〔埋蔵文化野担当〕

総括専門員 ;大村友則

副主幹 ;山 口辰一

主 査 i根津明義

主 任 ;栗山雅夫

[株式会社エイ・テック]

代表取締役 ;谷口 猛

調査員 ;岡 田一広

調査員 ;宮脇 満

調査員 ;吉田有里

土木施工管理技師 ;杉本庄志

8 当調査の監理は山口が担当 した。各現地調査・整理作業担当者は次の通 りである。

第 1期調査 ;岡 田・宮脇・吉田

第 2期調査 ;岡 田・吉田

報告書編集 ;岡 田

9 現地調査及び報告書作成において、以下の各氏より御教示・御支援を得た。

浅間陽、伊藤順一、尾野寺克実、金三津英則、柴田洋孝、田中明、久田正弘

(順不同、敬称略 )

10 出土資料の第 4章  自然科学分析は、パリノ・サーベイ株式会社に依頼 し、その成果につ

いて報告文を得た。

11 本書の執筆は以下の通 りである。

第 1章 ―第 2節 -1;山 口

第 2章 ―第 2節 ;宮脇

その他 :岡 田



凡  例

遺構説明・遺構実浪」図について

1 本書で示す方位は、座標北である。水平基準は海抜標高 (m)である。

2 本書における遺構記号は、次の通 りである。

SD― 溝、 SF― 道路l■、 SI― 平地住居llL、 SK― 土坑、 SP― ピット

NR― 自然流路

3 断面図における土層の内容は、個別に記 している以外は次の通 りである。これは主体 となる土層をアラビア数字

の 1～ 34で示 し、これに必要に応 じて、アルファベット小文字の a～ z・ α～ 7で示 した土層を組み合わせて、その

内容を説明している。

遺物説明・遺物実測図について

1 土器類の口径は、口端部外縁ではなく、回端部上端で計測 している。

2 本書における遺物番号は、次の通 りである。

1001～ 1057,土器類、2001～ 2012;木製品、3001～ 30071土製品、4001～ 4003;鉄 製品、5001～ 5004、 銅製品

6001～ 6005,石製品

1 灰白色粘土。

2 にぶい責掲色中粒砂

3 にぶい責褐色細粒砂

4 にぶい黄褐色シルト

5 にぶい責褐色粘土。

6 褐灰色粗粒砂。

7 褐灰色中粒砂。

8 褐灰色細粒砂。

9 褐灰色シルト。

10 掲灰色粘土。

11 灰黄褐色中粒砂。

12 灰責褐色細粒砂。

13 灰黄褐色シルト。

14 灰責褐色粘土。

15 掲色中粒砂。

16 暗掲色シルト。

17 黒褐色シルト。

18 黒褐色粘土。

19 黒色粗粒砂。

20 黒色シル ト。

21 黒色粘土。

22 浅責色シル ト。

23 灰色中粒砂。

24 灰色シ,レ ト。

25 灰色粘土。

26 灰オリーブ色中粒砂

27 灰オリーブ色シル ト

28 灰オリーブ色粘土。

29 暗オリーブ色粗粒砂

30 暗オリーブ色中粒砂

31 オリーブ黒色シル ト

32 オリーブ黒色粘土。

緑灰色粘上。

暗緑灰色中粒砂。

明黄褐色粘上を含む

にぶい責褐色シル トを含む。

にぶい責褐色粘上を含む。

褐灰色シル トを含む。

褐灰色粘土を含む。

灰責褐色中粒砂を含む。

灰黄褐色シルトを含む。

灰黄褐色粘上を含む。

褐色粘土を含む。

黒褐色シルトを含む

黒褐色粘土を含む。

黒色中粒砂を含む。

黒色シル トを含む。

黒色粘土を含む。

b

d

f

g

h

」

k

1

責橙色粘上を含む。

灰白色中粒砂を含む。

灰白色粘土を含む。

灰色中粒砂を含む。

灰色シルトを含む。

灰色粘土を含む。

灰オリーブ色粘土を含む。

暗オリーブ色粗粒砂を含む

暗オリーブ色粘上を含む。

オリーブ黒色中粒砂を含む

オリーブ黒色シルトを含む

オリーブ黒色粘上を含む。

鉄分を含む。

炭化物を多 く含む。

しまりあり。

β



調査参加1春名簿 .:1と
IIFニ

魏

網容隷二、1飯谷秀夫、1石野勝憲、伊藤俵三、稲垣宏(耕勝回、沖田繁雄、開稜武

鍛冶武、片山‐明、金森薦捷、1木谷和夫、栗原重触、腰昌二、斎藤勝勁、佐賀権二郎

雀林秀雄、沢田滋、三箇襲‐、LEB雅詢‐菅谷智章、高畑勝芝i釣欲弘、釣谷郭宏

寺井―昭雄、造谷茂雄、主山曙
=、

永田修、中山連、中村弘、西野彰、西野勝彦、孵

野村英■、端充弘、端吉舅、濱野勇、平野重則ヽ 二日誠治、三上工寿、湊敏之

首袋歳、明1華雄、本島逢、安口華司、吉律和|な 米頼 人、六胸尚正

坂

“

智恵卜志観寺愛Ⅲ高木余柔、高自員由美、砺波律子、前馬みゆき、首真弓

・�
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次目面図

図面01 遺構実沢1図

図面02 遺構実測図

図面03 遺構実測図

図面04 遺構実測図

図面05 遺構実浪1図

図面06 遺構実測図

図面07 遺構実測図

図面08 遺構実測図

図面09 遺構実測図

図面10 遺構実測図

図面11 遺構実浪1図

図面12 遺構実波1図

図面13 遺構実測図

図面14 遺構実波1図

図面15 遺構実測図

図面16 遺構実測図

図面17 遺構実測図

図面18 遺構実測図

図面19 遺構実測図

図面20 遺構実測図

図面21 遺構実測図

図面22 遺構実測図

図面23 遺構実沢1図

図面24 遺構実測図

図面25 遺構実測図

図面26 遺構実測図

図面27 遺構実測図

図面28 遺構実波1図

図面29 遺構実測図

図面30 遺構実測図

図面31 遺構実預1図

図面32 遺構実測図

図面33 遺構実測図

図面配置図 (1/1,500)

調査地区全体図 (1/1,000)

A地区遺構全体図 (1/400)

A地区遺構平面図 〔1〕 (1/200)

A地区遺構平面図 〔2〕 (1/200)

A地区上層遺構平面図 〔1〕 (1/200)

A地区上層遺構平面図 〔2〕 (1/200)

A地区下層遺構平面図 〔1〕 (1/200)

A地区下層遺構平面図 〔2〕 (1/200)

A地区道路址 S F01実測図 〔1〕 (1/60、 1/200)

A地区道路l■ S F01実沢1図 〔2〕 (1/60、  1/200)

l A地 区道路l■ S F01土層断面図 (1/40)

2 A地区道路llL S F01遺 物出土図 (1/60)

B地区遺構全体図 (1/400)

B地区遺構平面図 〔1〕 (1/200)

B地区遺構平面図 〔2〕 (1/200)

B地区上層遺構平面図 〔1〕 (1/200)

B地区上層遺構平面図 〔2〕 (1/200)

B地区下層遺構平面図 〔1〕 (1/200)

B地区下層遺構平面図 〔2〕 (1/200)

B地区溝 S D17・ 18・ 22実測図 (1/60、  1/200)

l B地区土坑 S K07、 溝 S D25。 28実測図 (1/60、  1/80)

2 B地区溝 S D25遺物出土図 (1/40)

C・ D地区遺構全体図 (1/400)

C地区遺構平面図 (1/200)

C地区溝 S D35・ 37・ 39実測図 (1/60、  1/80)

l C地 区溝 S D30・ 31実測図 (1/60、 1/80)

2 C地区土坑 S K08実測図 (1/80)

D地区遺構平面図 (1/200)

D地区上層遺構平面図 (1/200)

D地区下層遺構平面図 (1/200)

D地区平地式住居址 S101実測図 (1/40)

D地区平地式住居址 S102実沢1図 (1/40)

D地区溝 S D46実測図 (1/60、  1/80)

l D地区道路址 S F02、 溝 S D47実測図 (1/60、  1/80)

2 D地区溝 S D50～ 52実測図 (1/60、 1/80)

E地区遺構全体図 (1/400)

Vlll



図面割 ―逮構実測図

図面銹 ―遺構実測図

図面36 遺構実湖図|

図商87 遺構実灘図

図画381遺構実測図

図H39 遺物実測瓢

繭 れ 遺杉実測図|

園百41 遺物宴測図

図面42 遺物実測図
―

図H43 遺物実測図|

函面44 遺物集潮図

団面ち 遺物集測図

図U46 遺物実測図
―

E地区遺構平面図 〔1〕 (1/200D

E地区遺構平面図 (2〕 (1/200)

E地区遺構平面図 〔3〕 (.1/200j

E地区遺構平面図 〔41(1/200)

糠
.S,硝・62・ 63美測図 (1/801

土器類|(1/3)

辮 |(1/8)

土器類 (1/8)

土器類 (1/3)

木製品 (1/2)
.未製品 (1/2)

上製品―鉄製品 (1/2)

銅製品
―・石製品 (実大■1/2,

次目版図

図版飢 遺跡写真

国1睡 遺跡写真

図M03 遺構写真

図版04 遺構写真

図M05 離 黎

図M06 遺構写真

園M07 遺構写真

図008 遺構写真

団版∞ 遺構写真

図版10 遺構写真

調査地1区遠景 (南)

調査地区遠景 lHl

調査担区速景 (東)

調査地区逮景 (南)

A.地区上層選構全景 |●ゆ斡

A地区上層通構全景 帥 )

A地区下層遺縛全景 (紛

A地区下層遺構全景 (首西)

遺翻 s■ OI Ⅱ期金景 (jLAl

離 址S FOIⅡ朗全景 (言動

遵躊址S F011期金景 ●ヒ翔

造触 S F011期金景 (南 )

道臨趾S'0■■期土層断面 (南け

邁路址 S F011期土層断面 (南西)

遵路址3'01土層断面 (南西)

遵路雄s F01遺嚇お土状態
―
備n

薄s,OIELE断面 (首西)

滞SD“ ‐07EL冨断面 鶴暫)

BI地区上層選構全景 1鱒西)

B地区上層遺構全景 (北剰

iX



図版11 遺構写真

図版12 遺樗写真

図版13 遺構写真

図版14 遺構写真

図版15 遺構写真

図版16 遺構写真

図版17 遺構写真

図面18 遺構写真  ■

2.

図版19 遺構写真  1.

2

図版20 遺構写真  1.

2.

図版21 遺構写真  1.

2

図版22 遺構写真  1.

2.

図版23 遺構写真  1.

2,

図版24 遺構写真  1

2

図版25 遺構写真  1.

2.

遺構写真  1.

2.

遺構写真  l.

2

遺構写真  1

2.

遺構写真-1.

2.

遺構写真  1.

2

1.B地区東側上層遺構全景 (北東)

2.B地区北側上層遺構全景 (東 )

1.B地 区下層遺構全景 (南西)

2.B地区下層遺構全景 (北東 )

1.溝 S D17・ 18・ 22全景 (南)

2.溝 S D17・ 18・ 22全景 0と東)

1.溝 S D17・ 18土層断面 (南西)

2.溝 S D17土層断面 (南西)

1.溝 S D25全景 (西 )

2.溝 S D25遺物出土状態 (北 )

1.C地区全景 (南西)

2.C地区全景 (南東)

1.C地 区全景 (南西 )

2.C地区全景 (北東)

溝S D30・ 31全景 (北東)

溝 S D30・ 31土層断面 (南東)

D地区劇層遺構全景 (苗 )

D地区上層遺構全景 (南痢

D地区上層遺構全景 (北東)

D地区上層遺構全景 (南西)

D地区下1層遺構全景 (南西)

D地区下層遺構全景 (南東)

D地区下層遺構全景 (北東)

D地区下層遺構全景 (南西)

道路址S F02全景 (南 )

連路址S F02=S D47土 層断面 (南)

平地式住居址 S101・ 02全景 (南東)

平地式住居址S102遺物出土状態 (北東)

溝S D46全景 (南西)

薄S D46土層断面 (南西)

E地区遠景 (1ヒ西)

E地区全景 (南西)

E地区全景 (南西)

E地区全景 (東)

E地区北端部全景 (南西)

E地区北半部全景 (北東)
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第 1章 序

第 1節 遺跡概観

1.環境

中曽根

庄川の河口部から放生津潟にかけて東西方向の縄文海進に伴う自然堤防がある。この自然堤防上に中曽根

集落は立地する。集落の東側を神楽川、中央部を大石川、西側を上牧野川がそれぞれ北流する。集落の西側

には、県道新湊庄川線が南北に走 り、射水市新湊地区の国道415号から中曽根集落を通 り庄川右岸沿いを走

り砺波市庄川地区で国道156号 を結ぶ道路である。

中曽根集落の周辺は中世の曽禰保に比定され、近世の三日曽根村 (射水市)、 四日曽根村 (射水市)、 中

曽根村がその遺称地とされる。江戸時代初期までは、中曽根集落の南側の射水市松木 (松木村)。 オト木 (朴

木村)を含む地域が中曽根村であった。

中曽根地区は、江戸時代から明治22年 まで中曽根村であり、その後は牧野村に属 した。昭和15年 に牧野村

は新湊町と合併 し同町の大字として存続 した。昭和17年に新湊町は高岡市へ編入されたが、昭和26年 1月 に

新湊町が分離するに伴い牧野村も分離したが、昭和26年 4月 に高岡市へ再び編入 し同市の大字となり現在に

至っている。東は金屋 (旧金屋村)、 西は上牧野 (旧上牧野村)、 南は射水市松木 (旧松木村)、 北は射水

市三日曽根 (旧 三日曽根村)。 四日曽根 (旧 四日曽根村)である。

牧野

明治22年に成立した牧野村は、下牧野・上牧野 。中曽根・姫野・金屋・石丸の 6箇村と堀岡又新村の一部

を合併 して成立したものである。新湊町や高岡市と幾たびかの合併・編入や分離を経て、昭和26年 4月 に高

岡市に編入し、旧村はその大字となっている。古代末期以降で牧野地区が最初に文献に現れるのは、「曾禰

(曽根)保」として『吾妻鏡」延応元 (1239)年 7月 25日 条に見える。曽根保は高岡市中曽根、射水市三日

曽根 。四日曽根地区に比定されている。また、室町・戦国時代の文献に「姫野保」が見え、姫野地区が該当

するとされる。

南北朝時代には後醍醐天皇の第8皇子宗良親王 (妙法院尊澄法親王)の伝承がある。宗良親王が撰集した

『新葉和歌集』や宗良親王家集 F李花集』に奈古浦の周辺で潜伏された際に詠まれた和歌が記載されている。

李花集等の記載から、宗良親王の越中滞在は興国2(1341)年から同5(1344)年の 3箇年にわたる期間と

される。宗良親王に関するとされる地名が上牧野・下牧野周辺にあり、黒木御所 (撲館塚)や雪見ヶ岡等が

ある。

当牧野地域は射水平野の西部にあたり、標高は約 1～ 2mを測る放生津潟に繋がる湿地帯で、稲作に適し

た地域である。放生津潟周辺の射水平野における湿地帯は排水路を設け湿田で水稲耕作を行い、イクリやタ

ズリと呼ばれる船で湿田へ稲束や肥料等を運搬 していた。
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庄川

庄川は、岐阜県高山市鳥帽子岳に発し、射水市六渡寺で富山湾に注 ぐ全長132kmの 1級河川である。砺波

市庄川町金屋で平野部に出て、庄川扇状地を形成する。庄川扇状地は砺波平野の主要部であり、散居村が拡

がる。

現在の庄川は庄川扇状地の東端部を北流しているが、これは寛文10(1670)年 から正徳 4(1714)年 にか

けて加賀藩によって実施された河川改修によって固定され、それ以前は千保川筋が庄川本流であった。千保

川は高岡市木町で小矢部川に合流しており、加賀藩による庄川の改修では高岡市伏木で小矢部川と合流して

いた。現在のように庄川と小矢部川が分流したのは、明治45(1912)年 に分流工事が完成したからである。

射水市官袋から高岡市中曽根と上牧野の間を通り、射水市新湊地区市街地方向へ廷びる旧河道跡がある。

新湊沖の海底地形に地元ではアイガメと呼ばれる海岸線付近で水深100m以 上急激に深 くなる海底谷や古地

図等から、小矢部川は高岡市能町付近で分流しこの旧河道跡を通 り、さらに射水市善光寺付近で分流 しそれ

ぞれ富山湾へ注いでいたとされる①

第1図 中曽根西遺跡位置図 〔1〕 (1/15万 )

中曽根西遺跡

/1ヽ 矢音る,||

庄川扇状地
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第2図  中曽根西遺跡位置図 〔2〕 (1/5万 )

放生津潟

放生津潟は、縄文海進の後、神通川や常願寺川が排出した土砂が東から西へ流れる沿岸潮流によつて砂州

や砂嘴を形成し海域を閉鎖 してできたものである。縄文海進時は、呉羽丘陵から射水丘陵にかけての麓に近

い標高 5～ 6mが当時の海岸線と推定され、付近には縄文時代前期の月ヽ竹貝塚や蜆ケ森貝塚が立地する。

放生津潟には東から鍛治川、新堀川、下条川、大坪川、勘兵衛川、神楽川、石九川が注 ぐ。また、放生津

潟の排水河川として内川があり、内川を中心に射水市新湊地域の市街地が拡がる。新湊市街地は放生津と呼

ばれ中世以降、日本海側でも有数の港湾者る市である。

昭和35年 に工事が着工 し、昭和39年に開港 した富山新港 (特定重要港湾伏木富山港)は、放生津潟を改良

して建設された。富山新港開港以前の放生津潟は、長径2 4km、 短径0 9km、 平均水深が05m、 最大水深15

mを測る。

現在は富山新港建設によつて無 くなってしまったが、放生津潟の中心には弁天島があり水神を祀る少童社

(鼈宮)が所在 した。放生津潟周辺の湿田では、放生津潟の湖底土を堀上げ客土としていた。この客土作業

中に死者が多く出たことから、明和 4(1767)年 に弁天島が築島された。弁天島の位置は、富山新港内での

高岡市境が鋭角に尖る先端部が島の中心である。
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2,既往の調査

中曽根西遺跡の確認

昭和33～36年 にかけて中曽根集落の南東部から東部で、昭和37～39年 にかけて中曽根集落の西側で土地改

良工事が実施された。この工事中に高岡市立芳野中学校牧野分校 (現高岡市立牧野中学校)の教師であった

間坂儀三郎氏を中心に遺物や遺構の記録がなされた。間坂氏は、この中曽根集落周辺の遺跡確認をはじめ牧

野地域の遺跡の確認をしている (間坂1966)。 これらの採取された出土遺物は牧野中学校に保存されている。

間坂氏によつて中曽根集落周辺で遺物が採取された地点が20箇所あり、時期は弥生時代後期後半～中世を

中心としている。この内、中曽根集落の西側には、①七々島住居遺跡地、②木戸口住居遺跡地、③塗田遺跡

地、④川原田遺跡地、の 4箇所が確認された。

昭和47年 に富山県教育委員会が発行した『富山県遺跡地図』では、①七々島住居遺跡地と②木戸口住居遺

跡を合わせ木戸口A遺跡、③塗り田遺跡地と④河原田遺跡地を合わせ木戸口B遺跡とした (富 山県教育委員

会1972)。 平成6年に高岡市教育委員会が牧野・能町地区で遺跡分布調査を実施した際、木戸口A遺跡と木

戸口B遺跡を合わせ中曽根西遺跡に統合した (高 岡市教育委員会1995)。
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第 3図 間坂儀二郎氏による牧野地区の遺跡一覧
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第 4図 中曾根西遺跡県道姫野能町線地区、遺構図 (1/1,000)

試掘調査

平成10年および平成12年 に個人住宅建設に伴う試掘調査を高岡市教育委員会が実施 した。両地区とも遺構

は確認されず、遺物は近世陶磁器以外出土していない。

県道姫野能町線地区の調査

平成15年 に県道姫野能町線改良工事に伴う本発掘調査が実施された。この調査地区は間坂氏の木戸口住居

遺跡地、 F富山県遺跡地図』の木戸口A遺跡にあたる。時期は、弥生時代中期・後期～終末期、古代～中世

である。

弥生時代中期の遺構は確認されていないが、遺物が弥生時代後期～終末期の溝から出土 している。時期は

中期中葉末 (石塚Ⅳ期古段階 。八日市地方 8期)である。弥生時代後期～終末期にかけては、方形周溝墓 2

基、井戸址 1基、周溝をもつ建物址と推定できる溝 2条、土坑、溝が確認されている。方形周溝墓 S Z01は 、

主体部が確認され、ソーダガラス製臼玉 1点が出土 している。井戸址 S E10は九太一木今U貫 き井戸で法仏式

期のものである。

古代の遺構は確認されていないが、 8世紀代の須恵器杯 Bや越中国分寺様式の平瓦が出土 している。

中世では、掘立柱建物推定22棟、井戸llL 5基 、溝、土坑が確認されている。遺物は土師器・珠洲 。水晶製

数珠玉が出土している。周辺にも集落が拡がる可能性がある。時期は13～14世紀である。
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第5図 遺跡地図 〔1〕 (1/1万 5千 )

01 中曾根西遺跡、02 古宮遺跡、03 下牧野新庄川遺跡、04 上牧野新庄川遺跡、05 上牧野田島遺跡

06 上牧野宮袋遺跡、07 僕館塚遺跡、08 三日曽根遺跡、09 中曾根北遺跡、10 中曾根遺跡

14 禅興寺 。長徳寺廃寺跡、15 蜜柑田遺跡、16 川原遺跡、17 鳥帽子形遺跡、18 背戸狭間遺跡、19 金屋畑遺跡

28 宮袋B遺跡、29 松木七日遺跡、30 松木遺跡、31 朴木C遺跡
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第 6図 遺跡地図 〔2〕 (1/1万 5千 )

01 中曾根西遺跡、07 僕館塚遺跡、08 三日曽根遺跡、09 中曾根北遺跡、10 中曾根遺跡、11 中曾根館遺跡

12 姫野諏訪社遺跡、13 牧野金屋遺跡、14 禅興寺・長徳寺廃寺跡、15 蜜村田遺跡、16 川原遺跡

17 烏帽子形遺跡、18 背戸狭間遺跡、19 金屋畑遺跡、20 万福寺遺跡、21 -本杉A遺跡、22 -本杉 B遺跡

23 興化廃寺跡、24 大石川遺跡、25 報土寺廃寺跡、26 放生津城跡、27 神保寺遺跡、30 松木遺跡

31 朴木 C遺跡、32 朴木A遺跡、33 高島A遺跡
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3.遺跡の分布状況

牧野地域の遺跡

牧野地区の西端部を北流する庄川沿いに、上牧野新庄川遺跡と下牧野新庄川遺跡が所在する。上牧野新庄

川遺跡は、縄文時代晩期、弥生時代中期・後期、古代、中世の遺物が採取されている。縄文時代晩期は条痕

文土器を主体とし、弥生時代中期では石剣が採取されている。下牧野新庄川遺跡は土師器が採取されている。

上牧野新庄川遺跡の東側には上牧野田島遺跡、上牧野宮袋遺跡、撲館塚遺跡が所在する。上牧野田島遺跡

は中世散布地である。上牧野宮袋遺跡は、平成13・ 14年に発掘調査が実施され、14世紀～16世紀前半を主体

とする。僕館塚遺跡は、長福寺の南側に位置 し、一辺 3～ 4mの 方形で高さ20～ 30cmの盛上の上に石臼と

「入宮僕館塚」と彫られた石碑が建つており、この塚の周辺が遺跡範囲である。僕館塚遺跡の周辺に後醍醐

天皇の第 8皇子宗良親王が隠れ住んだ仮官である黒木の御館があったとの伝承がある。

中曽根集落の中心には中曽根遺跡が所在 し、弥生時代後期～中世の遺跡である。中曽根集落の北狽1に は中

曽根北遺跡、東側には中曽根館遺跡が所在する。中曽根館遺跡は弥生時代後期散布地、中世散布地である。

中曽根館遺跡と西神楽川を挟み姫野諏訪社遺跡と牧野金屋遺跡が所在する。姫野諏訪社遺跡は神社の跡地と

して南北約10m× 東西約14mの盛土があり、そこに3本の杉の木が生えていた。牧野金屋遺跡は、中世鋳物

師が居住 した名残とされ、土師器、須恵器、珠洲、常滑、鉄津、炉壁、鉄片等が採取されている。

富山県立新湊高等学校の西側には三日曽根遺跡が所在 し、縄文時代中 。後期、弥生時代～中世の遺物が出

土したとされる。

新湊地区市街地の遺跡

新湊地区市街地は、万葉集では「奈呉」、中近世には「放生津」と呼ばれた地域である。放生津城跡は市

街地の南東側で、現在は射水市立放生津小学校が建っている箇所に立地する。鎌倉時代に守護所として築城

されたとされ、室町時代には守護代として神保氏が入 り越中の政治的中心地となった。

中世の放生津の湊の位置は判明していないが、放生という地名が示すとおり仏教的要素が高 く、寺院跡が

いくつか比定されている。放生津城の北側には報土寺廃寺跡、神保寺遺跡、荒屋遺跡、人幡宮遺跡がある。

神保寺遺跡・荒屋遺跡では宝盤印塔等の石塔物が確認されている。

放生津城の西狽1に は、万福寺遺跡、一本杉A遺跡、大石川遺跡、一本杉B遺跡、蜜村田遺跡、興化寺廃寺

跡がある。万福寺遺跡、一本杉A遺跡、大石川遺跡、一本杉 B遺跡、蜜村田遺跡からは石塔物が確認されて

いる。興化寺廃寺跡は、臨済宗興化寺があったとされ、創建は鎌倉時代末期～南北朝時代とされ、戦国時代

まで存続 したとされる。

富山県立新湊高等学校の北側周辺には、禅興寺・長徳寺廃寺が立地する。禅興寺は真言待宗寺院で、長徳

寺はその尼寺であり、創建は鎌倉時代末期～南北朝時代とされる。

富山県立新湊高等学校の南側の牧野川や旧河川跡の自然堤防上には川原遺跡、鳥帽子形遺跡、背戸狭間遺

跡がある。川原遺跡からは縄文土器が、背戸狭間遺跡からは弥生土器が採取されている

塚原 。作道地域の遺跡

牧野地区の南狽1に は弥生時代～古墳時代の遺跡が拡がる。松木遺跡では弥生時代中期・終末期、中近世の

遺構・遺物が確認されている。高島A遺跡では、弥生時代中期中葉の平地式住居跡や方形周溝墓が確認され、

長野県の栗林式土器も出土している。作道遺跡は、弥生時代中期中葉の遺構・遺物が確認されている。遺構

は溝を中心としているが、調査範囲が狭いため平地式住居跡や方形周溝墓となる可能性がある。作道遺跡で

も栗林式土器が出土している。
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第 2節 調査概観

1.調査に到る経緯

事業計画

今回の調査は、高岡市中曽根土地区画整理組合による高岡市中曽根土地区画整理事業に伴うものである。

この区画整理事業にかかる埋蔵文化財に関する協議は平成15年 6月 に行われたが、事業が進捗 しなかったこ

ともあり、そのままになっていた。平成18年 4月 より業務代行方式になることが決まり、平成18年 3月 に協

議が再開され、その後数回の協議がもたれた。

事業計画は、平成19年 7月 までに仮換地が決定され、平成20年度に商業地区の施設が開業し、平成24年度

までに全体事業が完了するものであった。

事業区域は25ha、 東西約1,000m、 南北約270mを 測るものである。東側は西神楽川までで、この川は北流

して約2 0km】ロヒ東の放生津へ向かう。放生津は海運の拠点であり、中世には越中守護所が置かれたところ

である。西側は旧牧野川河川跡地までである。

第 7図 区画整理事業区域 と周辺の遺跡 (1/10,000)
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試掘調査の実施

区域内に埋蔵文化財包蔵地が 3箇所所在 している。南東隅部に中曽根館遺跡、中央南端部に中曽根遺跡、

北西隅部に中曽根西遺跡が分布している状態である。

平成20年 になり、当該の中曽根西遺跡の試掘調査を実施するに至った。調査対象面積は16,230∬ である。

この試掘調査は、平成20年 10月 8日 から12月 16日 まで実施 した。発掘面積は983だである。この調査によ

り、調査地区全体に遺構が確認され、北側中央部は遺構確認面が 2面、すなわち上層面として中・近世遺構

確認面があり、下層面として弥生時代～古代遺構確認面があることが把握された。また西側は低湿地部へ移

行 している状況が確認された。

本発掘調査の実施

本発掘調査は事業区域内の道路工事部分を姑象として実施したもので、 I期 とⅡ期の2時期に分けて実施

することとなった。

I期調査は区画整理事業区域内の区画道路を射象としたもので、高岡市教育委員会文化財課の監理により、

株式会社エイ・テックが調査実務を担当した。調査経費は高岡市中曽根土地区画整理組合の業務の一部を代

行 している株式会社グリーンステージに負担していただいた。この調査は高岡市教育委員会、エイ・テック、

区画整理組合、グリーンステージの4者の協定に基づ くものである。

Ⅱ期調査は区画整理事業区域内の西側を南北に貫 く、主要地方道新湊庄川線の拡幅部分を姑象としたもの

で、高岡市教育委員会文化財課の監理により、株式会社エイ・テックが調査実務を担当した。調査経費は高

岡市中曽根土地区画整理組合に負担 していただいた。この調査は、これらの3者の協定に基づ く。

2.発掘調査の経過

I期調査

調査対象地区は、区画整理事業に伴い新設される区画道路と主要地方道新湊庄川線の拡幅部分である。調

査姑象地は4箇所あり、主要地方道新湊庄川線の西側で新設される区画道路の南倒をA地区、北側をB地区

とし、主要地方道新湊庄川線の拡幅部分の南側をC地区、北側をD地区として調査を実施した。

表土掘削は平成21年 3月 25日 より高岡市教育委員会が実施し、平成21年 4月 3日 から事務所設置等の調査

準備やグリッド杭を設置し、4月 6日 から人力による掘削を開始した。発掘調査は試掘調査の結果から2面

調査が必要なA・ B,D地区から着手した。

まず、A地区より包含層掘削作業を開始し、上層遺構の調査を実施した。A地区中央部で拳大の礫群を確

認 した。試掘時に地元の方から礫群周辺に塚があったとの指摘があり、この礫群が塚の基部である可能性

を考慮 しながら調査 した。礫群がしまりある砂層中にあり、この砂層の両側に溝が並走 していること等から、

礫群及び砂層が道路l■ (S F01)の舗装と推定した。5月 16日 に上層遺構の地上全景撮影を実施した。

B地区は4月 13日 から包含層掘削を開始し、上層遺構の調査を実施した。B地区の東恨Jの南北方向に走る

調査地区全体で南北方向に走る溝を、調査地区の北側の東西方向に走る調査地区で自然流路及び東西方向に

走る溝を確認した。調査地区の北側は、自然流路であるため掘削深度が深 くなると考えられるので、サブト

レンチを設定し深さおよび堆積状況の確認をした。5月 20日 に上層遺構の地上全景撮影を実施した。

D地区は4月 30日 から包含層掘削を開始 し、上層遺構の調査を実施した。遺構覆土に第Ⅲ層を含む溝群を

確認した。5月 20日 に上層遺構の地上全景撮影を実施した。

5月 20日 に上層遺構をラジコンヘリコプターによる空中写真撮影を実施 した。
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第8図  平成21年度、中曽根西遺跡調査地区位置図 (1/2,500)

5月 25日 から各調査地区の下層遺構の調査を開始 した。A地区では、 S F01の断ち割 りおよび砂層の除去

を実施したところ礫層と溝を確認し、 S F01が 2時期あることを確認した。 6月 5日 に下層遺構の地上全景

撮影を実施した。

B地区では、弥生時代後期の上器が溝内で出土した。5月 29日 に下層遺構の地上全景撮影を実施した。

C地区では、第Ⅲ層を覆土とする東西方向に走る溝を確認した。6月 5日 に地上全景撮影を実施した。

D地区では、弥生時代中期の土器が纏まって出土した。この土器を中心に浅い溝が囲つていることから、

平地式住居址の可能性を考慮 し調査を実施した。5月 29日 に下層遺構の全景写真撮影を実施した。

6月 5日 にラジコンヘリコプターによる空中写真撮影を実施した。撮影後、A地区S F01の最下層の遺構

の有無を確認し、6月 10日 に調査を完了した。

Ⅱ期調査

調査対象地は、主要地方道新湊庄川線の中曽根 (西)交差点とI期調査D地区の間である。調査地区名は、

I期調査に引き続きE地区とした。

10月 7日 より調査準備を開始したが、台風18号の通過により調査開始が遅れた①10月 13日 より表土掘削を

高岡市教育委員会が実施した。10月 15日 より包含層掘削を開始し、上層遺構の調査を実施 した。11月 12日 に

上層遺構の地上全景写真撮影、11月 13日 にラジヨンヘリコプターによる空中写真撮影を実施した。撮影後、

下層遺構検出を実施 したが、遺構は確認できなかった。11月 23日 に下層遺構の地上全景写真撮影、11月 24日

にラジコンヘリコプターによる空中写真撮影を実施し、11月 30日 に調査を完了した。

整理作業

整理作業は、 I期 ・Ⅱ期調査とも現地調査終了後に株式会社エイ 'テ ックが実施 した。報告書編集作業は、

Ⅱ期調査の整理作業と同時に実施した。
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3.調査の概要

基本層序

調査対象地区周辺は、標高約 1～ 2mの水田地帯である。調査地区の標高は、C地区が最も高く、北およ

び西に向かって徐々に低 くなる。

第 I層 は褐灰色シル ト (耕作土)、 第Ⅱ層は黒褐色シル ト、第Ⅲ層は褐色シル トが各調査地区でそれぞれ

堆積する。

第Ⅳ層は灰色粘土、第V層 は黒褐色シル トで、各調査地区からは確認できない。第Ⅳ層は、D地区とE地

区南半部で検出した。第V層 は、A地区北端部、B地区東側、E地区北半部で検出した。

C地区では、第Ⅲ層の下は地山である。

第Ⅵ層は青灰色粘土 (地山)で、上面は酸化 し明責褐色～黄褐色粘土となる。第Ⅶ層は青灰色細粒砂であ

る。

褐灰色シル ト (耕作土)

黒褐色シル ト

褐色シル ト

灰色粘土 (D地区、E地区南半部で検出)

黒褐色シル ト (A地区北端部、B地区東側、E地区北半部で検出)

第Ⅵ層 ;青灰色粘土 (地山)

第Ⅶ層 ;青灰色細粒砂 (地 山)

検出遺構

検出遺構は次の通 りである。

道路l■ 2条 (S F01・ 02)

平地式住居l■ 2棟 (S101・ 02)

土坑14基 (S K01年 14)

溝63条 (S D01～ 63)

自然流路 1条 (N R01)

出土遺物

出土遺物は次の通 りである。

弥生土器、土師器、須恵器、珠洲、瀬戸美濃、白磁、青磁、越中瀬戸、肥前陶器、肥前磁器

曲物、板材、棒材、竹材

土製円板、土錘、燻 し瓦、炉壁

隧金、鉄津

銅銭

打製石斧、砥石、石筆

グリッド

調査地区のグリッドは、世界測地系で平面直角座標系の第 7座標系 (原点は北緯36° 00′ 00″ ,東経137°

10′ 00″ )に合わせた。東西をX軸、南北をY軸 とし、グリッドの南西隅の数値がそのグリッドを表すもの

とし、x=1、 Y=1の 地点は、原点より西へ8.540に m、 北へ85,420km向 かった地点である。一辺 5m四方

を一区画としてグリッドを割 り付け、メッシュを表示 した。

第 I層

第Ⅱ層

第Ⅲ層

第Ⅳ層

第V層

土器類

木製品

土製品

鉄製品

銅製品

石製品
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第 2章 迫退 構

第 1節 道路址

1.道路址

道路址 S F01

A地区のほぼ全域である (3～ 13, 4～ 15)区で確認された。両狽↓に側溝がある北東～南西方向へ走る道

路址である。検出状況および断面等の観察から2時期に分かれることが判明している。 I期 は礫で部分的に

補修する道路址で、Ⅱ期は第Ⅵ層と第Ⅶ層を版築状に薄 く互層に盛土している。各時期の詳細は下記のとお

りである。

I期 :溝 S D08を 東側側溝とする時期である。規模は、長さ68.Om以 上、幅3.7m以上で、南北および西

側は調査地区外に廷びる。調査地区内では直緯線的に延びている。 S D08は部分的にⅡ期の側溝であ

るS D05と 部分的に位置が重複する。道路は、第Ⅵ層と第Ⅶ層が混和 した褐灰色シル トを中心 とした

上で盛土する。盛土は調査地区の中央部でのみ検出でき、北端部および南端部では盛土は検出されな

かった。盛土の最大厚は42cmを 測る。調査地区の中央部では路面に拳大の礫で部分的に補修されてい

る。礫群による補修痕は長さ308m、 最大幅は30mを 測る。盛土下の地山直上から珠洲が出土 して

いる。路面上からは須恵器、珠洲、銅銭が出土 している。図示 した遺物は全て路面上の遺物で、図面

39-1009、 図面40-1017・ 1018、 図面46-5001で ある。

Ⅱ期 ;溝 S D05'06・ 07を 東側側溝、溝 S D02を西側側溝とする時期である。規模は、長さ600m以上、

最大幅46mを測る。調査地区内では、緩いS字状のカーブを描 く。 I期側溝であるS D08が埋没 し

た後に、第Ⅵ層と第Ⅶ層を版築状に薄く互層に盛土 し、しまりが強い。盛土の最大厚は34cmを 測る。

調査地区の中央部では部分的に礫による補修痕があ り、この箇所は I期 と共有している。路面上の土

坑 S K01は 路肩の補修痕と推測できる。盛土中からは遺物が出上 していない。

道路址 S F02

D地区の南西狽J(23・ 24,11～ 13)区で確認された。 S D47を 東側側溝とする南北方向に延びる道路llLで

ある。平成20年調査の土地区画整理地区や平成21年調査の鷲北地区で S D47の延長を確認すると共に、平行

する 1条の溝が確認されていることから、道路址 とした。硬化面や盛土は検出されていない。規模は、長さ

10.Om以 上、幅25m以上を測 り、南北および西側は調査地区外である。
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第 2節 その他の遺構

1.平地式住居址

D地区の北東側に弥生時代中期の弥生土器が集中して出土 し、それを囲むように浅い溝および土坑を確認

した。これらが周溝を持つ平地式建物址の可能性があるため、平地式住居址とし報告する。

平地式住居l■ S101

D地区北東側 (24・ 25,13・ 14)区で検出された。規模は、長軸80m以上、短軸44m以上で、東側は調

査地区外へ廷びる。 S K12・ 13、 S D41・ 44が周溝となる。 S D41は S102と 共有する。周溝内部にはSP

04・ 05があり、柱穴の可能性がある。 S D42・ 43に切られる。出土遺物は弥生土器である。

平地式住居址S102

D地区北東側 (25・ 26,15。 16)区で検出された。規模は、長軸4.2m以上、短軸2.8m以上、東側は調査

地区タトヘ廷びる。また北側のE地区では周溝が確認できなかった。 S D41が周溝となり、 S101と 共有する。

S D42・ 43に切られる。出土遺物は弥生土器である。図示 した遺物は、図面39-1003である。

2.土坑

土坑は15基検出された。調査地区による内約は、A地区が 2基 (S K01・ 02)、 B地区が 5基 (S K03～

S K07)、 C地区が 2基 (S K08・ 09)、 D地区が 7基 (S K10～ 13)、 E地区が 1基 (S K14)で ある。

土坑 S K01

A地区の中央部 (9,■)区で検出された。平面形は円形で、規模 は長軸14m、 短軸1.lm以上、深さ5

cmを測る。 S F01上 に位置 し、道路の側溝である S D02肩 部にあることから、路肩の補修痕 と推測できる。

出土遺物は、須恵器である。

土坑 S K02

A地区の北側 (11,13)区 で検出された。平面形は楕円形で、規模 は21m、 短軸1 lm、 深さ54cmを測る。

S D01・ 02に切 られる。遺物は出土 していない。

土坑 S K03

B地区の北側 (20,26)区 で検出された。平面形は楕円形で、規模 は長軸10m、 短軸0.8m、 深さ26cmを

測る。 S D17を切る。遺物は出土 していない。

土坑 S K04

B地区の北東側 (20,25)区 で検出された。平面形は不整円形で、規模は長軸1.Om、 短軸0,9m、 深さ6

cmを測る。遺物は出土 していない。

土坑 S K05

B地区の北東側 (19・ 20,24。 25)区で検出された。平面形は不整円形で、規模は長軸0.9m、 短軸0.8m、

深 さ8 cmを沢1る 。遺物は出土 していない。

土坑 S K06

B地区の北東側 (19,24)区 で検出された。平面形は不整形で、規模は長軸18m、 短軸09m、 深さ 7 cm

を測る。遺物は出土 していない。
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上坑 S K07

B地区の南西側 (16,20)区 で検出された。平面形は不整楕円形で、規模は長軸12m以上、短軸0.8m、

深さ12cmを 測る。 S D25に 切 られる。遺物は出土 していない。

土坑 S K08

C地区の中央部 (21・ 22, 5)区で検出された。平面形は不整形で、規模は長軸 1,7m、 短軸1,6m、 深 さ

24cmを 測る。遺物は出土 していない。

上坑 S K09

C地区の東側 (22, 5)区 で検出された。平面形は不整楕円形で、規模 は長軸1.4m、 短軸0.6m、 深さ8

cmを測る。 S D36を切る。遺物は出土 していない。

上坑 S K10

D地区の西側 (24,14)区 で検出された。平面形は不整楕円形で、規模 は長軸 1.3m、 短軸0,4m、 深さ 5

cmを測る。遺物は出土 していない。

土坑 S Kll

D地区の西側 (24,14)区 で検出された。平面形は不整楕円形で、規模 は長軸0.8m、 短軸0.4m、 深さ11

cmを淑1る 。遺物は出土 していない。

土JttS K12

D地区の中央部 (24・ 25,14)区で検出された。平面形は不整楕円形で、規模は長軸2.lm、 短軸0.4m、

深さ9 cmを測る。平地式住居llL S 1 01に伴う周溝の可能性がある。遺物は出上 していない。

上坑 S K13

D地区の中央部 (24,13)区 で検出された。平面形は不整楕円形で、規模は長軸0.9m、 短軸0。 7m、 深さ

6 cmを 測る。平地式住居l■ S101に伴う周溝の可能性がある。遺物は出上 していない。

上坑 S K14

E地区の北狽J(33,34)区で検出された。平面形は楕円形で、規模は長軸15m、 短軸05m以上、深さ25

cmを測る。北側はカクランに切られる。遺物は出土していない。

3.溝

溝 は63条検出された。調査地区による内約は、A地区が 9条 (S D01～ 09)、 B地区が20条 (S D10～

28・ 53)、 C地区が11条 (S D29～39)、 D地区が13条 (S D40～ 52)、 E地区が11条 (S D53～ 63)であ

る。

清 S D01

A地区の北側 (10～ 12,11～ 15)区で検出された。北東～南西方向に廷びる溝である。規模は212m以上、

幅1.3～ 1.6m、 深さ61cmを 測る。北側および南側は調査地区タトヘ延びる。 S K01、 S D03・ 08を切 り、 SD

02に切 られる。遺物は出土 していない。

溝 S D02

A地区の北半部 (7～ 13, 9～ 14)区で検出された。北東～南西方向に延びる溝である。規模は長さ37.2

m、 幅14～ 19m、 深さ72cmを 測る。 S F01Ⅱ 期の西側側溝である。 S K01。 S D01・ 08を 切る。出土遺物

は、土師器、須恵器である。図示 した遺物は、図面39-1010である。
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溝 S D03

A地区の東側 (11,12,13)区 で検出された。東西方向に廷びる溝である。規模は長 さ0.8m以上、幅16

m、 深 さ 7 cmを 測る。東側は調査地区タトヘ廷びる。 S D01に 切 られる。遺物は出上 していない。

溝 S D04

A地区の東側 (8～ 10,10～ 12)区で検出された。北東～南西方向に延びる溝である。規模は長さ164m

以上、幅0.3～08m、 深さ14cmを測る。 S F01、 S D05を 切る。北側は S D01に繋がるが、切 り合いは不明

確である。出土遺物は、土師器、須恵器、珠洲である。

溝 S D05

A地区の東側 (6～ 10, 7～ 11)区で検出された。北東～南西方向に延びる溝である。規模は長さ26.2m

以上、幅1.5～2.5m、 深さ48cmを 測る。 S F01の 東側側溝である。北側は調査地区外へ延びる。 S D08を 切

り、 S D04に切 られ、 S D06と 重複する。遺物は出土 していない。

清 S D06

A地区の南側 (3～ 6, 4～ 6)区で検出された。北東～南西方向から調査地区内で直角に屈曲し、南東

方向へ延びる溝である。規模は長さ22.2m以上、幅0.8～ 22m、 深 さ59cmを 測る。 S F01Ⅱ 期の東側側溝で

ある。東側および南側は調査地区外へ延びる。 S D08を 切 り、 S D05'07と 重複する。出土遺物は打製石斧、

須恵器である。図示 した遺物は、図面39-1008、 図面46-6001で ある。

清 S D07

A地区の南側 (3～ 5, 4・ 5)区で検出された。北東～南西方向に廷びる溝である。規模は長さ10.6

m以上、幅11～ 12m、 深さ67cmを 測る。 S F01Ⅱ 期の東側側溝である。東側および西側は調査地区タトヘ廷

びる。 S D08を切 り、 S D06と 重複する。遺物は出土 していない。

清 S D08

A地区のほぼ全体 (5～ 12, 5～ 15)区で検出された。北東～南西方向に延びる溝である。規模は長さ

59.5m以上、幅0.7～ 20m、 深さ55cmを 測る。 S F011期 の東側側溝である。北側および南側は調査地区外

へ廷びる。 S F02Ⅱ 期の盛土が当遺構 を覆っている。 S D01'02・ 05～ 071こ 切 られる。遺物は出土 していな

ヤヽ。

溝 S D09

A地区の南側 (5。 6, 7・ 8)区で検 出された。南北方向に廷びる溝である。規模 は長さ7.4m以上、

幅07～ 10m、 深 さ23cmを 測る。北側は調査地区外へ廷びる。 S F011期 の盛土が当遺構 を覆っている。遺

物は出土 していない。

清 S D10

B地区の北側 (21,27)区で検出された。北西～南東方向に走る溝である。規模は長 さ16.Om以 上、幅

06m、 深さ 8 cmを 測 り、南東側は調査地区外へ延びる。 S D53に 切 られる。遺物は出土 していない。

清 S Dll

B地区の北側 (19・ 21,24・ 27)区で検出された。北東～南西方向に走る溝である。規模は長さ163m以

上、幅02～ 0.5m、 深さ5 cmを測る。 S K05'06、 S D17・ 53を切 り、 S D12に切 られる。出土遺物は、珠

洲、越中瀬戸、燻 し瓦 (丸瓦)である。図示 した遺物は、図面45-3006である。

清 S D12

B地区の北側 (19。 20,25・ 26)区 で検出された。東西方向に走る溝である。規模 は長 さ40m以上、幅

13～ 15m、 深さ26cmを 測る。東側および南側は調査地区タトヘ延びる。 S Dll・ 14・ 15。 17を 切る。遺物は

出土 していない。
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清 S D13

B地区の北側 (20,26)区 で検出された。東西に走る溝である。規模は、長さ25m以上、幅0.5～ 09m、

深さ10cmを 測る。東側は調査地区タトヘ延びる。 S D17に 切 られる。遺物は出土していない。

溝 S D14

B地区の中央部 (17～21,23～ 26)区で検出された。北東～南西方向に走る溝である。規模は長 さ17,7m

以上、幅08～15m、 深さ18cmを測る。北東側および南西側は調査地区外へ延びている。北東に向かって次

第に深 くなる。 S D13・ 17に 切 られ、 S D10。 15と 重複する。 S D15と は網 目状に交差する。出土遺物は、

土師器である。

溝 S D15

B地区の中央部 (17～ 20,22～ 25)区で検出された。北東～南西方向に走る溝である。規模は長 さ190m

以上、幅0.4～3,lm、 深さ1lcmを測る。北東恨Iお よび南西側は調査地区外へ廷びる。南西側は浅 く、北東に

向かって次第に深 くなる。 S D16・ 17に切 られ、 S D14と 重複する。 S D14と は網 目状に交差する。出土遺

物は、弥生土器、越中瀬戸が出土 している。図示 した遺物は、図面39-1005の一部である。

清 S D16

B地区の北側 (20,25)区 で検出された。北西～南東方向に走る溝である。規模は長さ13m以上、幅04
～08m、 深 さ14cmを測る。溝 S D15を 切 り、南東側は調査地区外へ延びる。遺物は出土 していない。

溝 S D17

B地区のほぼ全域である (17～21,21～ 27)区 で検出された。北東～南西方向に走る溝である。規模は長

さ31.Om以上、幅19～22m、 深さ130cmを 測る。南側は調査地区外へ延びる。 S D10。 13～ 15・ 18を切 り、

S K03に 切 られ、 S D53と 重複する。出土遺物は、土師器、珠洲、越中瀬戸、木製品 (板材)、 鉄津である。

図示 した遺物は、図面44-2007である。

溝 S D18

B地区の中央部 (18～21,24～ 27)区で検出された。北東～南西方向に走る溝である。規模は長 さ12.8m

以上、幅226m以 上、深 さ113cmを 測る。南西側は調査地区外へ廷びる。 S D17に 切 られ、 S D53と 重複す

る。遺物は出土 していない。

溝 S D19

B地区の南側 (17,22)区 で検出された。南北方向に走 る溝である。規模は長さ09m以上、幅0.4m、 深

さ 5 cmを 測る。 S D20と 重複する。遺物は出土 していない。

溝 S D20

B地区の南側 (17・ 18,22)区で検出された。東西方向か ら調査地区内で直角に屈曲し、南北方向へ廷び

る溝である。規模は長さ3.3m以上、幅10～ 13m、 深 さ10cmを 測る。 S D17に 切 られ、 S D19と 重複する。

遺物は出上 していない。

溝 S D21

B地区の南側 (17,21)区 で検出された。東西方向に走る溝である。規模は長さ1.2m、 幅03～0.5m、

深 さ17cmを 測る。 S D22に切 られる。出土遺物は、弥生土器である。

溝 S D22

B地区の南側 (16・ 17,20～ 22)区 で検出された。南北方向に走る溝である。規模は長さ8.lm以上、幅

3.2～34m、 深 さ44cmを 測る。北側および南側は調査地区外へ延びる。 S D23・ 24を 切 り、 S D17と 重複す

る。溝の東側は一段高 くなる。出土遺物は、土師器、珠洲である。
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溝 S D23

B地区の南側 (16,21)区で検出された。南北方向に走る溝である。規模は長さ2.Om以上、幅03～ 0.6

m、 深さ1lcmを測る。 S D241こ切 られる。遺物は出土 していない。

溝 S D24

B地区の南側 (16,20,21)区 で検出された。東西方向に走る溝である。規模は長さ2.6m以 上、幅1.3～

1.4m、 深さ31cmを 測る。西側は調査地区外へ延びる。 S K07、 S D25を 切 り、 S D221こ切 られる。遺物は

出土 していない。

溝 S D25

B地区の南側 (16,17～ 21)区で検出された。北西～南東方向に走 る溝である。規模は長さ5.3m以上、

幅0.3～ 1.3m、 深さ28cmを 測る。南東側は調査地区外へ延びる。 S K07を 切 り、 S D24・ カクランに切 られ

る。出土遺物は、弥生土器である。図示 した遺物は、図面39-1001・ 1002・ 1005の一部 。1007で ある。

溝 S D26

B地区の南側 (15'16,19。 20)区で検出された。南北方向に走る溝である。規模 は長さ3.5m以上、幅

0.4～08m、 深さ28cmを 波1る 。南側は調査地区外へ延びる。カクランに切 られる。遺物は出土 していない。

溝 S D27

B地区の南西側 (15,19'20)区 で検出された。南北方向に走る溝である。規模は長さ29m以上、幅15

m以上、深さ56cmを 波Jる 。北側および南側は調査地区外へ延びる。出土遺物は、珠洲である。

溝 S D28

B地区の南側 (16,19)区で検出された。北西～南東方向にたる溝である。規模は長さ2.Om以 上、幅0.5

～1.Om、 深さ12cmを 測る。南東側は調査地区外へ廷びている。遺物は出土 していない。

溝 S D29

C地区の北側 (23・ 24, 8'9)区 で検出された。北東～南西方向に走る溝である。規模は長さ50m以

上、幅0.8～ 10m、 深 さ1lcmを 測る。北東側は調査地区外へ延びる。 S D30・ カクランに切 られる。遺物は

出上 していない。

溝 S D30

C地区の北側 (22・ 23, 8・ 9)区で検出された。北西～南東方向に走る溝である。規模は長 さ90m以

上、幅14～20m、 深 さ68cmを 測る。北西側および南東側は調査地区外へ廷びる。 S D29,31を 切る。土層

断面の観察から少な くとも2回の掘 り直 しが行われている。出土遺物 は、土師器、珠洲、炉壁である。図示

した遺物は、図面40-1016、 図面45-3007である。

清 S D31

C地区の北側 (21・ 23, 7・ 8)区で検出された。北西～南東に走 る溝である。規模は長さ90m以上、

幅22m、 深さ40cmを測 る。北西側および南東側は調査地区外へ廷びている。 S D32を 切 り、 S D30に 切 ら

れる。出土遺物は、土師器、珠洲、肥前である。図示 した遺物は、図面39-1014である。

清 S D32

C地区の西側 (21・ 22, 7・ 8)区で検出された。北東～南西方向に走る溝である。南西側は調査地区外

へ延びる。規模は長 さ5,4m以上、幅0.3m、 深さ18cmを測る。 S D31に 切 られ、 S D33と 重複する。出土遺

物は、土師器である。

清 S D33

C地区の西側 (21・ 22, 6・ 7)区で検出された。北東～南西方向に走る溝である。規模は長さ60m以

上、幅04～0.6m、 深 さ14cmを測る。溝内には小 ピット群がある。 S D31・ 34に切 られ、 S D32と 重複する。
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出土遺物は、珠洲である。

溝 S D34

C地区の中央部 (21・ 22, 5・ 6)区で検出された。北西～南東方向に走る溝である。規模は長さ96m

以上、幅10m、 深 さ38cmを 測る。北西側および南東側は調査地区外へ延びる。溝 S D33・ 36を切 り、カク

ランに切 られる。出土遺物は、肥前である。

溝 S D35

C地区の南側 (21, 3～ 6)区で検出された。北北西～南南東方向に走る溝である。規模は長さ13.Om以

上、幅0.5～ 1.Om、 深 さ14cmを 測る。 S D35'36、 カクランに切 られる。遺物は出土 していない。

清 S D36

C地区の南側 (20～ 22, 4・ 5)区で検出された。北東～南西方向に走る溝である。規模は長さ13.4m、

幅02m、 深さ18cmを 測る。 S D35を 切 り、 S K09、 S D34・ 38に切 られる。出土遺物は、土師器である。

清 S D37

C地区の南側 (21・ 22, 3・ 4)区で検出された。北東～南西 に走る溝である。規模は長さ9.2m以上、

幅0.5～ 06m、 深さ 7 cmを 沢1る 。北東側および南西側は調査地区タトヘ廷びる。 S D35を切 り、 S D38に切 ら

れる。出土遺物は、土師器である。

溝 S D38

C地区の南側 (20・ 21, 3・ 4)区で検出された。北西～南東方向に走 る溝である。規模は長さ10.Om以

上、幅2.0～ 24m、 深 さ58cmを 測る。北西側および南東側は調査地区外 に延びる。 S D35～ 37・ 39を 切る。

出土遺物は、土師器、須恵器、珠洲、瀬戸美濃、白磁である。図示 した遺物は、図面40-1019、 図面41-10

31・ 1032で ある。

溝 S D39

C地区の南側 (21・ 22, 3)区で検出された。北東～南西方向に走る溝である。規模は長さ54m以上、

幅0,4～ 08m、 深 さ 8 cmを 測る。北東側および南西側は調査地区外へ延びている。 S D38に切 られる。遺物

は出土 していない。

溝 S D40

D地区の北西側 (24・ 25,15。 16)区で検出された。北東～南西方向に走る溝である。規模は長さ1.9m

以上、幅04m以上、深 さ21cmを測る。南東側の遺構肩部を確認 したのみで、それ以外は調査地区タトヘ延び

る。 S D48・ 61と 同一の溝 となる可能性がある。遺物は出土 していない。

清 S D41

D地区の北側 (25,15)区で検出された。南北方向に走る溝である。規模は長さ8.5m以上、幅0.3～2.2

m、 深さ17cmを 測る。北側は調査地区外へ廷びているが E地区では検出できなかった。南側は幅が拡がる。

S D42・ 43、 試掘坑に切 られる。平地式建物址 S1021こ伴 う周溝の可能性がある。出土遺物は弥生土器であ

る。図示 した遺物は、図面39-1003で ある。

清 S D42

D地区の北側 (24～ 26,15)区で検出された。西北西～東南東方向に走る溝である。規模は長さ8.Om以

上、幅11～ 14m、 深さ45cmを 測る。東側および西側は調査地区外へ廷びる。 S D41を切る。出土遺物は、

弥生土器、珠洲である。図示 した遺物は、図面40-1022である。

清 S D43

D地区の北側 (24～ 26,14・ 15)区で検出された。西北西～東南東方向に走る溝である。規模は長さ74

m以上、幅1.lm、 深 さ48cmを 測る。東側は調査地区外へ延びる。 S D41を 切る。遺物は出土 していない。
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溝 S D44

D地区の中央部 (23～25,13・ 14)区 で検出された。西北西～東南東方向に走る溝である。規模は長 さ

161m以上、幅1,7m、 深さ24～44cmを 測る。東側および西側は調査地区外に廷びる。 S D48と 重複する。

南西側はやや拡が りを持つが、調査地区タトヘ廷びているため、屈曲するか溝幅が拡がるかは不明である。遺

物は出土 していない。

清 S D45

D地区の中央部 (24・ 25,13)区で検出された。北西～南東方向に走る溝である。規模は長さ4.Om以上、

幅12～ 1.4m、 深さ9 cmを 測る。東側は調査地区タトヘ廷びる。 S D46に切られる。平地式建物l■ S101に伴

う周溝の可能性がある。遺物は出土していない。

溝 S D46

D地区の南側 (23～ 25,12・ 13)区で検出された。北東～南西方向に走る溝である。規模は長さ11 lm以

上、幅12m、 深 さ44cmを 波1る 。東側および西側は調査地区外へ延びる。 S F02、 S D45。 47を 切る。遺物

は出土 していない。

清 S D47

D地区の西側 (23・ 24,11～ 13)区で検出された。南北方向に走る溝である。規模は長さ96m以上、幅

04m、 深 さ10cmを 測る。 S F02の東側側溝である。北側お よび南側は調査地区外へ廷びている。溝 SD

46・ 50・ 51に切 られる。遺物は出土 していない。

清 S D48

D地区の西側 (23,12～ 14)区で検出された。北北東～南南西方向に走る溝である。規模は長さ10.4m以

上、幅07m以上、深 さ16cmを 測る。南東側の遺構肩部を確認 したのみで、それ以外は調査地区外へ延びる。

S D40・ 61と 同一の溝 となる可能性がある。遺物は出土 していない。

溝 S D49

D地区の西側 (24,11・ 12)区で検出された。北東～南西方向に走る溝である。規模は長さ14m以上、

幅03m、 深 さ 6 cmを 測る。遺物は出土 していない。

溝 S D50

D地区の南側 (23・ 24,11,12)区 で検出された。東西方向に走る溝である。規模は長さ8,Om以上、幅

08m、 深さ 8 cmを 測る。東側・西側は調査地区外へ廷びる。 S D47を切る。遺物は出土 していない。

溝 S D51

D地区の南側 (23・ 24,11,12)区 で検出された。東西方向に走る溝である。規模は長さ74m以上、幅

19m以上、深 さ22cmを 測る。東側および西側は調査地区外へ廷びる。 S D45'47を切 り、 S D49に 切 られ

る。遺物は出土 していない。

清 S D52

D地区の南側 (23・ 24,11・ 12)区で検出された。東西方向に走る溝である。規模は長さ7.lm以上、幅

04～ 14m、 深 さ24～ 34cmを 測る。東側および西側は調査地区外へ延びる。 S D51を 切 り、カクランに切 ら

れる。出土遺物は、珠洲、瀬戸美濃、鉄津である。図示 した遺物は、図面41-1023・ 1030、 図面45-4002で

ある。

溝 S D53

B地区の北側 (18～ 22,26～ 30)区、およびE地区の中央部 (28・ 29、 25～27)区で検出された。】ヒ東か

ら南西方向に走 る溝である。 B地区での規模は長さ180m以上、幅10.Om以上、深さ112cm以 上を測る。 E

地区での規模は長 さ58m以上、幅88m、 深 さ100cmを 測る。両地区を合わせると長さ600m以上 となる。
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B地区では北側および東側は調査地区外へ廷びる。当遺構の西側に位置するN R01と の境には青灰色粗粒

砂が堆積 し自然堤防を形成 してお り、当遺構はB地区周辺でN R01よ り取水 し、放生津潟方向へ廷びる溝 と

推定できる。 S D17を切る。 B地区での出土遺物は土師器、須恵器、珠洲、瀬戸美濃、越中瀬戸、肥前、木

製品 (曲 物・板材・棒材・竹材)である。 E地区での出土遺物は土師器である。図示 した遺物は、 B地区が

図面42-1051、 図面43-2001～ 2005、 図面44-2006・ 2008～ 2010,2012、 E地区が図面39-1013である。

溝 S D54

E地区の北側 (33～ 35,34・ 35)区で検出された。北東～南西方向に廷びる溝である。規模は長さ99m

以上、幅1 lm以 上、深 さ4 cmを 測る。北西側の遺構肩部を確認 したのみで、それ以外は調査地区外へ廷び

る。出土遺物は、瀬戸美濃である。図示 した遺物は、図面41-1029である。

清 S D55

E地区の北側 (32・ 33,33・ 34)区で検出された。北東～南西方向に延びる溝である。規模は長さ8.9m

以上、幅04～ 13m、 深さ 3 cmを測る。北側および南西側は調査地区外に廷びる。遺物は出土 していない。

溝 S D56

E地区の北側 (31'32,32・ 33)区で検出された。北東～南西方向に廷びる溝である。規模は長さ61m

以上、幅04～07m、 深さ20cmを 測る。東側および西側は調査地区外に延びる。遺物は出土 していない。

溝 S D57

E地区の北側 (31・ 32,32)区 で検出された。北東～南西方向に延びる溝である。規模は長さ1.lm以 上、

幅0.8m、 深さ8 cmを測る。東側は調査地区外に延びる。遺物は出土 していない。

溝 S D58

E地区の中央部 (29～ 31,28・ 29)区で検出された。西北西～東南東方向に延びる溝である。規模は長さ

50m以上、幅1.6～ 18m、 深さ 9 cmを 測る。東狽Jお よび西側は調査地区外に延びる。遺物は出土 していな

ヤヽ。

溝 S D59

E地区の中央部 (28・ 29,23・ 24)区で検出された。西北西～東南東方向に延びる溝である。規模は長さ

65m以上、幅0.8～2.2m、 深さ14cmを測る。東偵Iお よび西側は調査地区外に廷びる。出土遺物は、土師器

である。

清 S D60

E地区の南側 (27・ 28,21)区 で検出された。西北西～東南東方向に廷びる溝である。規模は長さ45m、

幅12～ 1.4m、 深さ8 cmを測る。S D61と 重複する。遺物は出土していない。

溝 S D61

E地区の南側 (26・ 27,19～ 22)区 で検出された。北北東～南南西方向に延びる溝である。規模は長さ

16.6m以 上、幅08m以上、深さ7 cmを波1る 。東側の遺構肩部を確認 したのみで、それ以外は調査地区外へ廷

びる。 S D40,48と 同一の溝となる可能性がある。 S D60・ 62と 重複する。遺物は出土していない。

清 S D62

調査地区の南側 (25～ 27,18・ 19)区 で検出された。西北西～東南東方向に延びる溝である。規模は長さ

7.lm以上、幅1,3m以上、深さ6 cmを測る。 S D631こ 切られ、S D61と 重複する。遺物は出土していない。

清 S D63

調査地区の南側 (25～ 27,18)区 で検出された。西北西～東南東方向に延びる溝である。規模は長さ7.1

m以上、幅33m以上、深さ55cmを 測る。 S D62を切る。出土遺物は、土師器、珠洲である。図示 した遺物

は、図面41-1026・ 1027で ある。
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4.自察べ,流 F各

自然流路 N R01

B地区の北西側 (29。 30～ 16・ 17)区で検出された。南北方向に走る自然流路である。規模は、長さ48

m以上、幅3.Om以 上、深さ132cmを測 り、東側の遺構肩部を確認したのみで、それ以外は調査地区外へ廷び

る。当遺構の東側に位置するS D53と の境には青灰色粗粒砂が堆積 し自然堤防を形成している。堆積状態は

青灰色粘土と青灰色細粒砂が互層に堆積 しており、幾度かの埋没時期がある。

自然流路N R01が位置する箇所は、高岡市能町周辺から小矢部川から分流 し、射水市宮袋から中曽根西側

を経て、射水市新湊地区市街地方向で富山湾に注 ぐ旧河道跡の東岸にあたる。遺物は出土していない。

第 9図 溝 S D53・ 自然流路 N R01遺構配置図 (1/500)
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第 3章 物

第 1節 土器類

1.弥生時代の土器類

弥生時代中期後半および終末期の弥生土器が出土している。

器台 図面39-1001・ 1002。 弥生時代終末期の器台である。1001と 1002は 同一個体の可能性がある。1001

は受部である。日径は19 7cmを 測る。口縁部はやや上方へ廷びる。1002は 有段脚の脚部である。底径は17.2

cmを波1る 。擬凹線を施す。

甕 図面39-1003～ 1006。 1003は弥生時代中期の奏である。口唇面を形成し口縁端部にキザミ、日縁部内

面に2重の斜行単線文を施す。日径は20.2cm、 底径5.6cm、 器高23 5cmを 測る。1004～ 1006は弥生時代終末

期の甕である。いずれも有段口縁である。1004は 口径17 6cmを 沢1る 。1005はタト面に単位の細かいハケメを施

す。日径16.6cm、 底径2.6cmを 測る。1006は外面を赤彩 し、日縁部外面に擬凹線を施す。口径13 6cmを 測る。

ミニチュア土器 図面39-1007。 手づ くね成形のミニチュア土器である。上半部が欠損しており、器形は

不明である。底径2.6cmを 測る。

2.奈良平安時代の上器類

当該期の土器類としては須恵器と土師器が出土している。土師器は細片のため図示 していない。

須恵器

杯 B 図面39-1008。 1009。 高台付の杯の底部である。1008は底径8.6cmを 測る。1009は底径6 9cmを 測る。

双耳瓶 図面39-1010。 双耳瓶の耳部である。

3.中世の上器類

当該期の土器類 としては、土師器、珠洲、瀬戸美濃、白磁、青磁がある。珠洲の編年は吉岡康暢氏 (吉岡

1994)、 瀬戸美濃の編年は藤沢良祐氏 (藤沢2008)に よる。

土師器

皿 図面39-1011～ 1014。 非ロクロの手づくね成形のものである。1011・ 1013・ 1014は 口縁部内外面に油

煙が付着する。1011は 口径11 8cmを 波1る 。1012は 日径10.6cm、 底径2.6cm、 器高1.45cmを 測る。1013は 口径

10.4cmを 測る。1014は 口径10 0cmを 測る。
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珠洲

摺鉢 図面40-1015～ 1022。 1015～ 1020は橋鉢の口縁部である。1015・ 1016は 回縁端部に波状文を施す。

1015は 口径31 6cmを 測る。珠洲V期である。1016は 日径36 7cmを測 り、オロシロ幅が2 9cmで、条数が 9条

である。珠洲V期である。1017は 口径33 4cmを測 り、オロシロ幅が3.Ocmで 、条数が12条である。珠洲Ⅲ期

である。1018は 口径26.lcm、 底径H2cm、 器高9.2cmを 測る。底部は静止糸切 りである。珠洲Ⅲ期である。

1019は 口径20 0cmを 測る。珠洲 I期である。1020は 口径19.6cmを 測る。珠洲V期である。1021は底径10 8cm

を測 り、オロシロ幅は2.4cmで、条数は8条である。1022は底径11.8cmを 測る。底部は離砂痕がある。

甕 図面41-1023～ 1027。 1023～ 1025は 口縁部である。時期はいずれも珠洲Ⅲ～Ⅳ期である。1023は 回径

73 0cmを 測る。1024は 口径48.Ocmを測る。1025は小片のため口径は計測できなかった。1026・ 1027は甕の胴

部である。

瀬戸美濃

皿 図面41-1028～ 1031。 1028は 緑釉小皿の日縁部である。内外面に灰釉を施す。日径21 8cmを 測る。古

瀬戸後Ⅱ期である。1029は折縁中皿の回縁部である。日縁部は指圧で波状口縁になる。内外面に灰釉を施す。

口径19 0cmを 測る。古瀬戸後Ⅱ期である。1030は卸皿である。口縁部内外面は灰釉を施し、底部内外面は露

胎する。口径15 0cm、 底径5 4cm、 器高3 8cmを 測る。底部は回転糸切 りである。古瀬戸後Ⅱ期である。1031

は折縁深皿の頸部である。内外面に灰釉を施す。

白磁

椀 図面41-1032。 椀の底部である。高台は露胎する。底径2 9cmを 測る。

青磁

椀 図面41-1033～ 1035。 いずれも椀の底部である。1033は底径5 1cmを 測る。1034は底径4.9cmを 測る。

高台は露胎する。1035は底径4 4cmを測る。高台は露胎する。

4.近世の陶磁器類

当該期の土器類は、越中瀬戸、瀬戸美濃、肥前陶器、肥前磁器がある。

越中瀬戸

皿 図面42-1036～ 1038。 1036は 口縁部に鉄釉を施 し、底部は露胎する。高台は削 り出し高台である。口

径12.6cm、 底径4 1cm、 器高3 0cmを 測る。1037は 日縁部に灰釉を施す。日径10 6cmを 測る。1038は底部であ

る。内外面とも露胎する。底径5 6cmを 測る。

小杯 図面42-1039。 口縁部がやや外反する。内面および口縁部外面に鉄釉を施 し、底部外面は露体する。

底部は回転糸切 りである。口径6.Ocm、 底径2 8cm、 器高2,7cmを 測る。

鉢 図面42-1040～ 1042。 いずれも底部である。底部は回転糸切 りである。内外面に鉄釉を施す。1040は

底径11 2cmを 測る。10411よ底径12 2cmを 測る。10421よ 底径8.Ocmを 測る。

瀬戸美濃

灯明皿 図面42-1043。 内面および口縁部外面に鉄釉を施し、底部外面は露胎する。底部は回転糸切 りで

ある。日径7 8cm、 底径6 2cm、 器高2,9cmを 測る。

椀 図面42-1044。 いわゆる責瀬戸の椀である。高台は削 り出し高台で、露胎する。底径4.2cmを 測る。
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肥前陶器

悟鉢―図H42-1飩5● 悟鉢め口縁部である。口縁部は外反じやや肥厚する。内外面に鉄釉を施す。口径

34.4cmを測り、オロシロ幅I諺 .4cmで、条数は7条である。

極 図面¢-1046・ 1047。 いわゆる刷毛目唐津つ擁の底部である。高台t政削り出し嵩台であ―る。1046は内

面に透1彊紬を施し、1外面は由土をFll毛で塗っている.。 底径i鏑11 0cmで ある。1.047は、白外画に透明釉を施じⅢ

白上で縞状の文様を施すj底径は4.Ocmで ある「。

皿 団面墟-1048～1050,1048嚇内百およ
―
び口縁部外面に原釉|を施し、見込み―は蛯の目釉劇|ぎするゃ高台

吐露胎する。口径1',雛郎 底獲014cm、 |―器高3,25cmを姻Iる 。1049'1050は内野山窯の銅緑瓶系の■の日縁蔀

である。内面に銅繰細、外面に反莉を施すこ1049は 口窪12.8cmを測る。1050は日径12.Ocmを韻1る。

肥前饉熟

統 1回面軽-1051～ 10553.1051～ 1054は1椀の口縁部である。1051は外面に染付で網HI文を施す。口a14_0

cllを測る。1052は 口径1212cmを 漂いる。1053は 内外面に染付を施す。口径五れ策を測る草1054は外面に染付を

施す。口径10pcm4測 る。1055は椀の底―部である。外面に染付控施す。

皿 図面ゆ―1050‐ nW。 1-o56は透明蘊を施し、―見込みを1雌の自荊rllぎする.ね 高台は露胎する。日鶴 .0

1cmi艤 .2cm、 器高2.3cal.を潮る。1057は底蔀である。内外面に乗行を施す。底径徽航造測る.。
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第 2節 その他の遺物

木製品

曲物 図面43-2001・ 2002。 曲物の底蓋板である。2001は 木釘があり、直径17.Ocm、 厚さ1.15cmで ある。

2002は直径10.Ocm、 厚さ0.4cmを測る。

板材 図面43-2003～ 2005、 図面44-2006～ 2008。 2003は一部欠損 している。長さ19 6cm、 幅4 4cm、 厚

さ0.8cmを 測る。2004・ 2005が同一材の可能性がある。20041よ 表裏面 とも刃物痕があり、下端が欠損 してお

り、釘穴が 2箇所ある。長さ14.35cm、 幅2 0cm、 厚さ0.6cmを 測る。20051ま 長さ6.35cm、 幅2.Ocm、 厚さ0.2

cmを 測る。2006は両端が欠損 している。長さ11,7cm、 幅3.05cm、 厚さ0 3cmを 測る。2007は長さ4.05cm、 幅

2 6cm、 厚さ0.lcmを 測る。20081ま 上端が欠損 している。長さ22.5cm、 幅2 2cm、 厚さ0.6cmを 測る。

棒材 図面44-2009・ 2010。 2009は両端欠損 している。刃物痕あり。長さ10 6cm、 幅1.2cm、 厚さ0.65cm

を測る。2010は 上方に決 りあり、下端を薄 く尖らせる。刃物痕あり。長さ26.05cm、 幅3.3cm、 厚さ1 35cmを

測る。

竹材 図面44-2011・ 2012。 竹製の板材である。いずれも両端が欠損 している。2011は 刃物痕あり。表裏

とも一部焼ける。長さ7 45cm、 幅1.15cm、 厚さ0.4cmを 測る。20121よ 長さ6.9cm、 幅1 65cm、 厚さ0 35cmを 測

る。

上製品

土製円板 図面45-3001～ 3003。 珠洲を打ち欠いて円板に成形 したものである。30011よ 直径2 9cm、 重さ

126gを測る。3002は 直径2.5cm、 重さ73gを 波」る。30031よ 直径2.lcm、 重さ63gを 波!る 。

土錘 図面45-3004・ 3005。 俵形の土錘である。3004は 長さ3 5cm、 直径3 0cm、 子し径 6 alm、 重さ339gを

測る。30051よ長さ5,9cm、 直径4.5cm、 子L径 1.6cm、 重さ963gを沢」る。

燻 し瓦 図面45-3006。 燻 し瓦の九瓦である。

炉壁 図面45-3007。 内側部分が発泡している。

鉄製品

陀金 図面45-4001。 小型の隧金である。上部に小子しがある。長さ4 0cm、 幅1 95cm、 厚さ0.4cmを 測る。

鉄淳 図面45-4002・ 4003。 椀型滓である。4002は 磁着する。直径7 1cm、 厚さ2 7cm、 重さ175,7gを測

る。4003は磁着しない。直径7.Ocmの 椀型淳と推定でき、長さ4 2cm、 幅3.lcm、 厚さ2.lcm、 重さ45.3gが残

存する。

銅製品

銅銭 図面46-5001～ 5004。 5001は天薦通賓 (初鋳1017年 )である。洪武通賓 (初鋳1368年 )である。

5003・ 5004は 寛永通賓 (初鋳1636年 )である。5004は 4文銭で背面に青海波がある。

石製品

打製石斧 図面46-6001。 安山岩製である。長さ10 0cm、 幅5.3cm、 厚さ2 9cmを 測る。

砥石 図面46-6002～ 6003。 いずれも砂岩製である。60021よ 長さ7 35cm、 3.55cm、 厚さ3,4cmを 測る。

6003は欠損している。長さ9.25cm、 幅3 35cm、 厚さ1.55cmを 測る。6004は破片である。

石筆 図面46-6005。 滑石製である。長さ2.3cm、 直径0 6cmを 浪Jる 。
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第 4章 自然科学分析

千葉博俊 。田中義文・馬場健司 。伊藤良永 (パ リノ・サーヴェイ株式会社 )

概要

はじめに

富山県高岡市中曽根に所在する中曽根西遺跡は、現在の庄川下流右岸の沖積地に立地する。本遺跡の発掘

調査では、弥生時代～古代および中世の各時期の土坑や溝状遺構、さらに、中世および中世～近世の道路址

などが検出されている。

本報告では、中曽根西遺跡の古環境変遷および水田を含む土地利用の検討を目的として、自然科学分析調

査を実施する。

膏式沐斗

試料は、A～ D地区の調査区壁面に確認された堆積層および溝状遺構などから採取した土壌である。本遺

跡の堆積層の基底 (地 山)は青灰色シル ト～粘土 (Ⅵ層)であり、これより上位の堆積物は後代の回場整備

などを含む擾乱によって調査区毎に遺存状況が異なる。以下に、最も良好な堆積層が確認されたA地区北壁

の観察所見を記す。

堆積層最下位の青灰色シル ト～粘土 (Ⅵ 層)は、Att S D02壁面の堆積物の観察では、青灰色極細粒砂～

粘土と上方細粒化する堆積物からなり、Ⅷ層上部は酸化等により (責)褐色を呈する。 (黄)褐色粘土上位

には、黒褐色シル ト～粘土 (V層 )が堆積 し、Ⅶ層とV層 との層界は植物根等の優乱により不明瞭であるが

概ね漸移的である (V層 )。 黒褐色シル ト～粘土 (V層 )は、A地区北側、B地区南側、D地区などで観察

されるが、各地区とも層厚は10cm未満と薄く、C地区では撹乱などにより確認できない。黒褐色シル ト～粘

土 (V層 )上位の堆積物は、耕作土 (Ⅱ 層)の灰色砂質シル トとの間に挟在する堆積物として認識され、A

区北壁では管状および斑状酸化鉄が発達する褐灰色砂質シル ト (Ⅲ層)か らなる。A地区やB地区より検出

第 耳表 分析試料一覧

調査地区
遺構名

(地 点名)

層  位

(試料No)
備 考

分 析 項 目

珪藻分析 花粉分析 イネ属 植物珪酸体分析

A地区

S D02

1 覆土上部 ○

2 覆土中部

3 覆上下部 ○ ○ ○ ○

4 覆土最下部

5 (地山)

S D08

1 覆土上部 ○ ○ ○ ○

2 覆土中部

覆上下部

北壁

Ⅲ層

V層 ○ ○ ○ ○

Ⅶ層 ○ ○ ○

B地区

西壁
1 黒褐色土上部

2 黒褐色土下部 ○ ○ ○ ○

S D13 1 覆土最下部 ○

東壁
V層

Ⅵ～Ⅵ層

D地区 東壁 Ⅳ 層 ○ ○
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された中世および中世～近世の遺構埋積物には、溝埋積物上位に塊状をなすシル ト～粘土および葉理などの

堆積構造を有する極細粒砂～細粒砂の堆積が確認されている。これらの堆積物は、その累重状況からⅢ層の

一部と推定され、河川氾濫などの影響によって形成されたと推定される。耕作土のⅡ層および I層 は、いず

れも灰色を呈する砂質シル トである。それぞれ下位の堆積物と不整合であること、子し隙や管状 (糸根状)酸

化鉄の発達、混入物などの状況から識別される。

分析試料は、A地 区およびB,D地区壁面の堆積層、弥生時代～古代に比定される遺構 (B地区 SD

13・ B地区西壁 (S K07))、 中世および中世～近世の道路l■ (A地 区 S F01(新・古))に伴う溝状遺

構 (A地 区 S D02・ 08)な どから採取 した土壌 8点である (第 1表)。 これらの土壌試料を姑象に、建藻分

析、花粉分析 (イ ネ属同定を含む)、 植物珪酸体分析を行う。

2.分析方法

珪藻分析

試料を湿重で7g前後秤量し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法 (4時間放置)の順に物理・化学処

理を施 して、珪藻化石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈 した後、カバーガラス上に滴下し乾燥 させ

る。乾燥後、プリュウラックスで封入 して、プレパラー トを作製する。検鏡は、光学顕微鏡で油浸600倍あ

るいは1,000倍で行い、メカニカルステージでカバーガラスの任意の測線に沿つて走査 し、珪藻殻が半分以

上戎存するものを対象に200イ固体以上同定 。計数する (化石の少ない試料はこの限りではない)。 種の同定

は、原口ほか (1998)、 Krammer(1992)、 Krammer&Lange Bertalot(1986,1988,1991a,1991b)、 渡

辺ほか (2005)、 小林ほか (2006)な どを参照し、分類基準は、Round,Crawford&Mann(1990)イ こ従う。

なお、壊れた珪藻殻の計数基準は、柳沢 (2000)イこ従う。

同定結果は、中心類 (Centric diatoms i広 義のコアミケイソウ綱Coscinodiscophyceae)と 羽状類

(Pennate diatoms)イ こ分け、羽状類は無縦溝羽状珪藻類 (Araphid pennate diatoms,広義のオビケイ

ソウ綱Fragilariophyceac)と 有縦溝羽状珪藻類 (Raphid pennate diatoms,広 義のクサ リケイソウ綱

Bacillariophyceae)に 分ける。また、有縦溝類は、単縦溝類、双縦溝類、管縦溝類、翼管縦溝類、短縦溝類

に細分する。

各種類の生態性は、Vos&de Wolf(1993)を 参考とするほか、塩分濃度に対する区分はLowe(1974)

に従い、真塩性種 (海水生種)、 中塩性種 (汽水生種)、 貧塩性種 (淡水生種)に類別する。また、貧塩性

種はさらに細かく生態区分 し、塩分・水素イオン濃度 (pH)・ 流水に対する適応能を示す。そして、産出個

体数100イ固体以上の試料は、産出率20%以上の主要な種類について、珪藻化石群集の分布図を作成する。ま

た、産出化石が現地性か異地性かを判断する目安として、完形殻の出現率を求める。堆積環境の解析にあた

り、淡水生種 (貧塩性種)は安藤 (1990)、 陸生珪藻は伊藤・堀内 (1991)、 汚濁耐性は渡辺ほか (2005)

の環境指標種を参考とする。

花粉分析・イネ属同定

試料約10gを秤 り取 り、水酸化カリウムによる泥化、舗別、重液 (臭化亜鉛,比重23)に よる有機物の

分離、フッ化水素酸による鉱物粒の溶解、アセ トリシス (無水酢酸 9,濃硫酸 1の混合液)処理によるセル

ロースの分解、の順に物理・化学的処理を施す。処理後の残澄から一部をとり、グリセリンで封入してプレ

パラー トを作成 し、同定を行う。結果は同定・計数結果の一覧表、および花粉化石群集の分布図として表示

する。木本花粉は木本花粉総数、草本花粉・シダ類胞子は総数から不明花治を除いた数をそれぞれ基数とし
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て、百分率で出現率を算出し図示する。

イネ属同定はノマルスキー微分干渉装置を用い、検出されるイネ科花粉の表面微細構造・発芽孔の肥厚の

状況・粒径などを考慮して、中村 (1974)を参考にしてイネ属と他のイネ科に分類する。

植物珪酸体分析

各試料について過酸化水素水 。塩酸処理、沈定法、重液分離法 (ポ リタングステン酸ナ トリウム,比重

2.5)の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離 。濃集する。これをカバーガラス上に滴下・乾燥さ

せる。乾燥後、プリュウラックスで封入してプレパラー トを作製する。400倍の光学顕微鏡下で全面を走査

し、その間に出現するイネ科乗部 (葉 身と葉鞘)の棄部短細胞に由来 した植物珪酸体 (以下、短細胞珪酸

体)お よび葉身機動細胞に由来した植物珪酸体 (以下、機動細胞珪酸体)を、近藤 (2004)の分類に基づい

て同定・計数する。また、分析の際に分析試料の乾燥重量、プレパラー ト作成に用いた分析残澄量、検鏡に

用いたプレパラー トの数や検鏡した面積を正確に計量し、堆積物 lgあ たりの植物珪酸体含量 (同定した数

を堆積物 lgあ たりの個数に換算)を求める。

結果は、植物珪酸体含量の一覧表で示す。この際、各分類群の含量は100単位 とし、100イ固/g未満は

「<100Jと 表示する。また、植物珪酸体含量を図示する。

3.結果

珪藻分析

結果を第 2・ 8表、第10図 に示す。珪藻化石の産出頻度は全般的に少なく、A地区S D02(試料番号 3)、

S D08(試料番号 1)の 2点で多 く産出する。この他の試料は、化石数が少なく、特にA地区北壁V層 は無
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分類群

生態性 境

種標
環
指

A  地  区       B地 区  D地 区

S D02  S D08   北  壁    西壁   東壁

塩  分 rJH 流フk 3    1    V層   Ⅵ層    2   Ⅳ層

Badlariophtta(班 藻植物 F司 )

Centhc Diatoms(中 心型珪藻類 )

42彦じο彪ぢ櫂 じ短ssゅ 2″ε肱力Krammer
Ps7クプのο力s'″ わS2g2,¢孤imura et Sato

Araphid Pernate Diatoms(無 縦溝羽状珪藻類)

D協力″α
"っ

oっどο″ (Ehren)Kuctzlng

F撼 力/29じ″π力
'Var蓼

� its(Oestr)Hustedt

Яη訂カカ2クσ″じカゼ″貶 (Kuetz)Petersen

F翅 力劾リワ ,″柳 α (Grun)D M Wilhalns&Round

Frp″″,¢αf/Cが Var力,肋 /力″α (F Meる ter)Ohtsuka

S″z/9s″α εοηdttσ′ιs Ehrenberg

働切 /9sケ塑 ″″修/(Ehren)H Kobttasi

切 ″,力,″力α (NItzsch)Compere

Oghind

【ヽeh

Oghind

Oghind

Ogh‐ind

O帥‐hOb

o帥_nd

Ogh‐ind

Ogh ind

Ogh ind

朋
ｉｎｄ
油
ａｃ．ｉ‐
耐
畑
洲
淑

咄
　
　
血
咄
軸
咄
ｒｂｉ
咄
咄
ｉｎｄ

E2

K,T

T
K,T

P

T,J

U
U
U

1

3

2

2

1

1

2

2

Raphid Pennate Diatoms(有 縦溝羽状珪藻類 )

Monoraphid Perlnate Diatoms(単 縦溝羽状珪藻類 )

4c″″¢″″ゼsじκ″″彦力 Grunow

Яα″ο滅】励 ″ 力″ε?ο ″″″ (Breb ex Kuetz)Langeお ertalot

4c″″,″r/J″ 力″ εο″υつγg92s(H Kobttasi)H KobayasI

Cοじじο%ゼ盃sDD

Ogh ind

Ogh ind

Ogh ind

Oい unk

Ogh ind

ogr Mch

O「h ind

Ogllind

Ogh ind

Og卜 ind

Ogh ind

ogrind

Ogh ind

Ogh ind

Og卜 ind

ogrind

Og「 ind

Ogh.ind

Ogh ind

ogrind

Ogh ind

Ogh nd

Ogh引ュnk

Ogh ind

Ogh ind

Ogll ir d

Ogh ind

Ogh ind

Ogh lnd

Ogh ind

Oghind

Ogh lnd

Ogh Mch

lヽch

Ogh―Mch
Ogh MeL

Oghind

Ogh md

Ogh md

Oghind

Ogh llnk

Ogh llnk

O帥引mk
Oghind

Ogh ind

Ogh献
Ogh ind

Ogh献
Ogh‐ind

Oghind

Ogh‐れob

Ogh ind

ogh_nd

Ogh ind

ogrunk
Ogh ttob

Ogh hob

Ogh ind

ogrind

Ogh―ぬd

a卜 il

irrd

ind

unk

軸
軸
軸
献

T
K,T

T
2      -      ―     ―      ―

2      -      ―     ―      ―

―       ―      ―     ―       ]
Btapにd Perlnate Diatoms(双 縦溝羽状珪藻類)

ス駒,力οtt ε¢2彦力 (Kdetz)Schoeman et R E M Archbald

の
"bσ

ιカタ塔″滋Grunow

⑫″う?′力宅″″たKuetzlng

⑫″う冴力ρ″ 力歳妙″♂力Naegeli

⑫″う¢ザ″εクψケ,2″ Kuetzing

●″う9励 励″加 (Breb)van Heurck

⑫″うψ形ク″ ″r/●″� o/″ た (Auerswald)Krammer
β″りο″¢″,″力″励″ (Hnse ex Rhabenhorst)D G Mapn

E″りο″οttα Oルs力じ″効 (Bleisch)D G Maln

Placone`elgm∝ Ss(G″3)2チ θ防

22じο″?た ゼ炒〃つ″dた Varク寃ゼπ勉 (Krttske)H Kobayasi

Cοη♪力ο″?た ο′力,c?οケどっs(Hllst)Carter et Balley‐ Watts

Gο妙 力ο″つ″
''C″

効力′″″ Ehrenberg

Gο妙 力ο″?"♂ αケ響Zπ Ehrenberg

Gο
"ゆ

力ο″ゼ″,,黎禦/Vatコク″″ヮ万V Heurck

Gο″ ″ο″ゼ″αα坐″/Var励 /胸s(Ehr)Lange Bertabt

Gο 妙 力ο%つ
",多

聰C″?Ehrenberg

θο勿ゆ力ο″¢″
'ケ

鱈9π″力KuetDing

εο%ゆ″ο2つ
"α

″,/″物″FAcke

Cο 絶,″ο″?″,″つ″″″ (Kuet3)Kuetzing

Gο 妙 ″ο″ワ″
'か

つ″′οα″解π Langeお ertalot

θο妙 たο″つ筋α少ク"協
″ (Grun)Reichardt&Langeおertalot

Cο妙 力ο″?″
'ク

ク″″″″ var″印彦″″ E Reichardt et Langeお

εο妙 みο″θ″αψカルπの力ο物
"Ehrenberg

Cο 幻跨っ″ο″¢夕をα d2う″形Ehrenberg

資9,″?″ ,s力″ク″ (W Greg)Koddek et Stoermer

D″ん″夕たοク,溢 (m〔e)cにve

つψん″つた,″″,Cleve

打ヵ少οどοη肱″筋印 ″∽ (Grun)Lange‐ Behalot″ αれ

州肋″″滋″/?黎″
'(Ehr)Kuetzlng

川ω,ε″力じの協″ Varっ ι妙施¢ (Schulz)CI Eu

ωヽケじ%肪 じ励c滋 (Ehr)Kuetzing

ミω ケじ″力,sっ ″どο彦″じゼο彦勉Langeお ertalot

ツVあオレカカリ″じ力οじの力¢力Kuctttng

ザVレクサε″力抱s″〃,諺 Kuctting

ミぃ 7cクカ兜ηθttb′ぬHohn&Hellerman

ミ蛉π″力 sp■

ム五クυ力″たspp

Cノ 獅S境∽℃α力″施οι″″Hustedt

Cノ 胞 S角留 α ク抱 ψ 物 筋 Hustedt

Cノ知d斃砕 αd∽妙抱ゲどゼS(Rab■ )Cleve

Cノ 砲S独黎 ,Spp

Cratlcula o、 pidata(Kuct3)D C MtattrI

C″施″″spp

S″2獅″った,じ″力 W Smi�

翫 ク抱″?A♂″εψs ttarenberg

S″″″%¢た″οb夕λ Schumaln

d彦
"Ю

″赤 夕″ο?れたつゑ 獅ク (Nit2)Ehrenerg
S″クっ″?A,力″″ル″形抱%fo力α肋力,Tttmura

S力″締″9ム ″οゼη之物形胞″var sを″α″Meister

S滋
"獅

″οA spp

ルハ″′カカο
"bο

ケσ¢o(Ehr)De Toni

F/疹励′力 sttοηえσ Rabenhorst

F/2s滋′力 υ″炒 ″S(Thwait)De Toru

F/%sr4/′ヵ νttz力ο瘤″Hustedt

D力諺 o″た cο均珍々 ,cη Kuetzing

つカプ?d″た cο %形z″ (Grttn ex Vtt Heurck)D G Mann

a卜 11

aril

aril

ind

ind

aHl

hd
ind

ind

alil

al il

ind

aHl

ind

ind

ind

al il

ind

u辻

ind

alil

alll

alil

al il

a111

ind

al il

ind

al‐ il

al‐ 11

al il

al il

at il

a卜 11

al il

unk

unk

unk

a卜 11

al il

unk

aril

thk

a卜 11

1nd

acil

hd
hd
ind

献

ac― il

ac il

alil

al il

al il

al il

ｉｎｄ
湘
瀬
ｉｎｄ
耐
ｉｎｄ
龍
軸
龍
ｉｎｄ
軸
Ш
嚇
ｉｎｄ
配
ｉｎｄ
蝸
軸
献
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
軸
ｈｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ

ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
軸
咄
献
ｕｎｋ
献
ｉｎｄ
軸
ｕｎｋ
龍
敵
咄
嗣
ｉｎｄ
咄
耐
ｉｎｄ
献
中
呻
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
耐

U

T
T
T
T
0,U

K.T

T
O.U

U
K.T

O.U

O,U

S

U
S

U
U

K,T

T

U

U
T
U
KU

U
U

S

T

0,U

O

P,U

P,0

U

RB,S

RA T

17

2

1

1

1

1

3

1

8

1

3

2

1

5

1

1

1

2

5

2

1

2

9

1

2

2

7

1

4

2

1

1

1

1

1

2

3

1
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分類群

生態性 境
種標

環
指

A  地  区       B地 区  D地 区

S D02  S D08   北  壁    西壁   東壁

席  分 DH 流水 3    1    V層   Ⅵ層    2   Ⅳ層

Lク肱ο″″″
'c,(Kuetz,D G MannかIタケ加″″コ炉z?(Ehr)Cleve

Ⅳ修泌ケ″解,わ力″
"Hustedt

Ⅳ杉″滅″¢″́ J力″″ (Ehr)Krammer
洵修瘤力効 ど2♭ぢ2″ (Ehr)Cleve

FII力 滋″η ,方ど,s(Ehr)Cleve

ハオタ崩 z"少 /οttC蕨″ (W3aib)Cに 確

C,′ο2つた力をつ珈うJεα H Kobayashi

G¢′ο″ゼたあ¢σ′″″ (Cr呻 )Cleve

C,力″¢たs'た
"彦

 (Ehr)Cleve

Cα力″ゼた賜 ″じ,″″ (Grmow)

P加″夕″方,2牲力じα Krammer

P肋″″力γ力ψ沙ゼ″βτじ″彦癒 (Ag)Cleve

P励盟″協方2,じ ,ど″妙02たα M Idei et H Kobayasi

F″″″″力滋 ♭″♭9ssO″ ケ,(Kuetz)Rabenhorst

河″″″協滋 多btt Ehrenberg

身″″クカ滋 ″公冽妙″ (Eh丘 )W Smi血

P,η″クル″¢″え知s″″抱″ (Ehr)Cleve

Pケ″″″力″力′40ど OM Ehrenberg

P力″2協π″力υ″協万d Htttedt

P助″″″万,/妙?sttS Hatatzsch

Я″″%彦″,s力″α妙 ″0翅 (GrШ )Cleve

F力″″″施 s″♭じ9,サ滋″Gregory

Pケ %″夕厖滋 sクうc妙ゲ″力Varク,″じた″″rr7(C.run)Cに ve

'力
″ク″π力 s夕b/″公″ s Krammer

風 ′″″力方αクつ〃ο SkN/ortzow

P毬2%筋力,υケ″力s(Nitz)Ehrenberg

2″″″協力 spp

膨″∽力ο瘤 うπぢ協″ (Ehr)D G Maln

膨′協タカο″ 之セυtts,″,(Kuetz)Mann
骸″の力ο″ ,妙″肱 (Kuet2)Merescllkowsky

Ogh ind

Ogh hob

Ogh ind

Ogれ nヽd

Oghind

Ogll hob

Ogh ind

Meh
Oghind

Ogh lnd

Ogh ind

Ogh hob

Ogh‐hob

Ogll hob

Ogh ind

Ogh nad

Ogh ind

Ogh ind

Og「hob

ogrl hob

Ogtthob

Ogh ind

Ogh lnd

Og「 ind

Ogh hob

Ogh hob

Oいind

O♪引mk
Ogh ind

ogrind

Ogh‐i趙

aril

ind

acll

acll

ind

ac il

ind

alil

al il

』11

acよ

ind

ac‐ bi

ind

acll

acよ

ac iI

acil

ac il

acll

ac II

ac il

ac II

acil

acll

ind

unk

alil

lIId

�d

測
ｈ
ｉｎｄ
咄
ｉｎｄ
ｉｎｄ
龍

軸
ｉｎｄ
ｉｎｄ
朧
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
咄
咄
ｉｎｄ
ｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
咄
ｉｎｄ
献
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ

RAS

ＲＢ

Ｕ

OU

U

U
T
RB
S

U
O.U

S

S

O

0

OU

U
U
S

1

2

2

1

1

4

4

1

1

2

1

2

2

1

3

4

2

3

1

2

1

1

2

2

1

2

1

1

1

1

1

3

6

管ftt溝 類

FrpクJzsc″ヵ,駒,カヴOttS(Bhr)Grunow

ん,レ sじ″力′ο″耀力zσ Grunow

Ⅳιjzscカカ b″υ,ssサ″,GrunOw
Ⅳ材jzs力彦夕,効″わ

'ど

9s Choinokb・

Mrzdれカク″うοク,力 (Ehr)Lalage‐ B
T/Jb″02っιぬ cO,π諺″ (Grunin Cleve&Grun)DCM2ロ
Tゅう″ο″】″″υta926た w smith

Tゅ♭′,ο″,協 望′力,″盟 (∈unow)Pelletan

R力ω¢んど力炒b膨効筋 (Ehr)O Mllller

R力οかαカプカ 罰ぃ,ortzow

Oghind

Mch
Ogh Meh

Ogh ind

Og「 ind

EuIMぬ
lヽeh

h4eh

Oghヽleh

Ogll hil

Oghind

Oghind

Ogn 41d

ind

a111

hd
ind

al il

am

ｍ
　
ｍ
　
ｍ

耐
勲

RA,U

E2

RB,U

U
U

S

U
U

2

3

1

1

1

1

6

1

8

1

翼管縦溝類

S″万″J力 ψπグ滋″ var cο ″s″
'じ

滋Hustedt

S2万″′カク%β憂諺Kuetzing

s‐2万々協 うοル物ケω Maけ

aril

ind

acll

勲
耐
ｉｎｄ

U

3

1

短縦溝類

2夕″οtt b″ ″η,/zd(Bhr)Mtts

Eク″ο′″ア効 ο磁 (Breb)Kuct2hg

Etr″ 0筋2'閉ゅザた
'滋

Noepel&Lange Bertalot

2ク″οあα″力ο/(Kuetz)CrunOw
E″″0膨 ″じサカ″A var″η′2筋″ (Rユ偽)Rabenhorst

22″ο厖 少短妙 ″ Ehrenberg

a″″。″,,第¢¢
「蛉 力 Var b'′ ?″s(εhren)Grunow

E″ηο′αか%¢?/妙滋Varケ期α″Grunow

Og「hob

Ogh hob

Ogh hob

Ogh hob

Oい laOb

Oghhob

Ogh hob

ac bi

ac 11

acil

ind

acll

ac― ll

ac― よ

ac il

耐
軸
ｍ
ｉｎｄ
ｎｄ
咄
卜ｐｈ
隅

U
O
O
0,T

O
RB,0,T

RB,0,T

RI

-       4      -     ―

-       1      -     ―

1      -      ―
     

―

2       2      -     ―

-       7      -     ―

-      15      -     ―

-       6      -     ―

-       2      -     ―

海水生種

海水～汽水生種

汽水生種

淡水～汽水生種

淡水生種

珪藻化石総数

0

0

1

4

103

108

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

０

１

‐６

２２

６５

０４

0    0
0    0
0    0
0    0
4   11
4   11

<珪藻の適応性>

HR:塩分濃度 っH;水素イオン濃度 CR:流水

Mch;汽水生種

Ogh― Meh i淡 水―汽水生種

Oglx hl:貧 塩好塩性種

Oghind i貧塩不定性種

Ogh‐ hob i貧塩嫌塩性種

Oghttnk:貧塩不明種

al bi:真アルカリ′陛種

alil i好 アルカリ性種

ind i pH不定性種

acil;好酸性種

ac―bi:真酸性種

unk,pH不明種

1もii真止水性種

卜ph i好止水性種

ind i流水不定性種

rphi好流水性種

rbi;真流水性種

unk:流水不明種

<環境指標種群>
E2;汽水泥質干潟指標種 (小杉1988)、 J;上流性河川指標種、K,中 ～下流性河川指標種、O:沼沢湿地付着生種、Pi高層湿原指標種

(安藤1990)、 S,好汚濁性種、U,広域適応性種、T:好清水性種 (Asal&Watanabe 1995)、 陸生珪藻 (RA:A群 ,RB:B群,RII未

区分、 (伊藤・堀内1991))

第3表 珪藻分析結果 〔2〕
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化石であった。珪藻化石が産出した2試料の完形殻の出現率は60～ 70%、 産出分類群数は合計で39属 116分

類群である。

S D02(試料番号 3)は 、淡水域に生育する水生珪藻 (以下、水生珪藻)が全体の約80%を 占め、次い

で、淡水～汽水生種が約10%、 汽水生種が約10%産出する。淡水生種の生態性 (塩分濃度、水素イオン濃度、

流水に対する適応性)の特徴は、貧塩不定性種、好十真アルカリ性種、流水不定性種が優占する。主要種

は、流水不定性で付着性の4η″θtt θ妙ク筋″が約10%産出し、汽水生で好汚濁性種のTゅう′ゲοη冴筋 ″υゲがっηsゲs、

淡水～汽水生で付着性の川勿ケじク励じ砂ゲ″勉 Var,ど′ιわ″θα、R力のα′ο′力ど力う″ク励、流水不定性で好汚濁性種の

脱′′砂んο紹少妙%励、流水性で中～下流性河川指標種の凸物ゲεク励 /οs彪′励ヵ等を伴う。

SD08(試料呑号 1)は、水生珪藻が約70%と 多産し、陸生珪藻が25%産出する。淡水生種の生態性の特

徴は、貧塩嫌塩性種、好 十真酸性種、流水不定性種 と好 +真止水性種が多産する。主要種は、水域にも

陸域にも生育する陸生珪藻B群で沼沢湿地付着生種のβク%ο歩ゲα少筋″妙″が約15%、 流水不定性で付着性の

G賜リカοηι%α ttακυ%′%%が約10%産出し、流水不定性で付着性のS″ %″ο%ιλ %θうゲ′,s、 流水不定性で沼沢湿

地付着生種のE"ηθtt νθ″%α′λ Var"η′%励勉、陸生珪藻B群で沼沢湿地付着生種のE"%ο励 少紹″妙勉 Var

うゲカ%s等 を伴う。

化石の産出が少なかったA地区北壁V層、B地区西壁試料呑号 2、 D地区東壁Ⅳ層は、いずれも保存状態

の悪い水生珪藻が散見されるのみである。

花粉分析 。イネ属同定

結果を第4表、第11図に示す。A地区S D02(試料番号 1・ 3)は、シダ類胞子の割合が全体の約半数を

占め、草本類が約30%、 木本類が約20%程度である。全体的に保存状態が悪 く、外膜に風化の痕跡が認めら

れる個体が多い。木本花粉では、マツ属やハンノキ属、コナラ亜属が多 く、ブナ属が伴う。この他に、スギ

属やカバノキ属、ニレ属―ケヤキ属なども検出される。草本花粉では、イネ科が多 く、カヤッリグサ科やヨ

モギ属などを伴う。この他に、ガマ属やオモダカ属、ミズアオイ属、ミズニラ属などの水生植物も検出され

る。
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イネ科花粉中には栽培種のイネ属が含まれ、イネ科花粉におけるイネ属の割合は、試料番号 1が27%、 試

料番号 3が22%である。なお、本分析では、保存が悪 く判別が困難なものを「他のイネ科」に含めている。

また、イネ属を除く栽培種では、 S D02(試料番号 1)か らソバ属が検出される。

A地区S D08(試料番号 1)、 A地区北壁 V・ Ⅵ層、B地区西壁は、いずれも花粉化石がほとんど検出さ

れず、シダ類胞子が産出が目立つ。

B地区 S D13は 、シダ類胞子の割合が高く、全体の約850/Oを 占める。木本花粉では、マツ属が多 く、スギ

属、ハンノキ属、ブナ属、コナラ亜属などを伴う。草本花粉では、イネ科やヨモギ属、タンポポ亜科などが

検出され、栽培種のイネ属やソバ属もわずかに検出される。

植物珪酸体分析

結果を第 5表、第12図 に示す。各試料からは植

物珪酸体が検出されるが、保存状態が悪 く、表面

に多数の小孔 (溶食痕)が認められる。以下に、

各試料の状況を示す。

A地区S D02(試料番号 1)と S D08(試料番

号 1)の植物圭酸体含量は約2,000～ 2,500個 /g A地 区 S D02:1

である。タケ亜科、ヨシ属、イチゴツナギ亜科お  在篭詈 甚試珀

1

よび栽培植物のイネ属が検出されるが、その含  △地区 北壁Ⅵ層

握!は セヽずれも1,000TE1//g未 満である。 イラト属は、 :絶畳 霙匡争層

短細胞珪酸体が検出され、含量はいずれも約100

個/g程度である。なお、 S D02(試料番号 1)

では短細胞列 もわずかに認められる。

A地 区北壁 の植物生酸体含量は、Ⅵ層が約

1,000イ固/g、 V層が約6,400個/gである。検出

される分類群は少なく、タケ亜科やヨシ属などが

検出され、概 してヨシ属の含量が高い。

B地区西壁 (試料香号 2)お よびD地区東壁Ⅳ

層の植物珪酸体含量は、約2,100～ 2,500イ固/gで

短細胞注酸体   機動細胞珪酸体

堆積物 lgあ たりに換算した個数を示す。●○は100イ 固/g未満を

示す。 *は珪化組織片の産状を示す。

第12図 植物珪酸体含量
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ある。検出される分類群はA地区北壁と同様であ り、タケ亜科やヨシ属などが検出される。D地区東壁Ⅳ層

では栽培植物のイネ属の短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体が検出され、その含量は短細胞珪酸体が約100個/

g未満、機動細胞建酸体が約200イ固/gである。

4.考察

古環境

今回分析対象 とした基本土層や遺構埋積物では、化石類の保存状態の悪い試料が多 く認められた。花粉

化石は好気的環境下に弱 く、分解しやすい (中村1967等)。 植物珪酸体や珪藻化石は同じ珪酸質からなるが、

珪藻化石の溶解実験によれば、温度が高い、流速が早い、水素イオン濃度が高いといった条件下では溶解度

が大きくなり溶けやすいとされている (千木良1995)。 また、表層付近における植物珪酸体組成の成果によ

れば、pH値が高い場所や乾湿を繰 り返すような場所では、風化が進みやすい (江口1994・ 1996)と 考えられ

ている。前述 した堆積層の観察所見なども考慮すると、化石類は土壌化に伴う風化作用や経年変化などの影

響によって分解・消失 した可能性がある。

中世および中世～近世の道路llL(A地 区S F01)に 伴う溝状遺構 (A地区S D02'08)の珪藻化石群集は、

S D08で は沼沢湿地付着生種群の多産、 S D02で は塩分や塩類が豊富に含まれた水域に生育する淡水～汽水

生種、有機汚濁の進んだ腐水域に耐性のある好汚濁性種の産出によつて特徴付けられた。これらの特徴か ら、

S D08は湿地的な環境、 S D02は浅 く富栄養な水域環境が推定される。 2試料間では群集組成に違いが認め

られたが、いずれも浅 く水の移動が少ない環境であったことが想定される。

また、溝状遺構 (A地区 S D08・ 02)の花粉化石群集は、いずれもシダ類胞子が割合が高 く、化石の保存

状態も悪かった。シダ類胞子は花粉化石に比べて風化に強いことから (中村1967、 徳永・山内1977、 三宅・

中越1998等 )、 経年変化によリシダ類胞子が相対的に増加 したと考えられる。特にS D08で は化石の検出が

少なく、サナエタデ節―ウナギツカミ節やフウロソウ属、ミズワラビ属が確認されたのみであった。これら

は、いずれも大型の花粉で、外膜が厚 く、形状が特徴的で分解が進んでも同定 しやすい種類であり、経年変

化の影響を受けた試料でも残 りやすかつたと考えられる。なお、ミズワラビは水生植物であり、この他の 2

種は開けた車地に生育する種類である。 S D02試料は、いずれも木本花粉と比べ草本花粉の割合が高いとい

う傾向を示 した。草本花粉では、イネ科が多産し、カヤツリグサ科、ヨモギ属等の人里植物を含む分類群が

多 く検出されたことから、周囲は開けた草地であったと推定される。また、上記 した珪藻化石群集から推定

される環境などを参考とすると、溝内にはガマ属やオモダカ属、ミズアオイ属、ミズニラ属などの水生植物

が生育 し、溝内および周辺域にはヨシ属なども生育したと考えられる。

一方、木本花粉で多産 したコナラ亜属やブナ属、アカガシ亜属などは後背の山地や周辺丘陵などの森林植

生を反映すると考えられる。針葉樹のスギ属や、エレ属―ケヤキ属、コナラ亜属、ハンノキ属などの河畔林

構成種を含む分類群は、周辺の河畔や低地部に分布 した林分を反映していると考えられる。マツ属は、痩地

でも生育可能であることから砂丘などの海岸沿いに生育するほか、代替植生としての二次林、成長が早 く有

用材 ともなるため植林 される種類である。今回の試料では、化石の具存状態が悪いことから、風化に強い

マツ属花粉が相対的に増加 した可能性が高い。放生津潟周辺の調査事例によれば、近世以降でマツ属がやや

増加する傾向が認められる (パ リノ・サーヴェイ株式会社1999等)程度であり、周囲は開けた草地的環境で

あったことが推定されることから、調査地から離れた丘陵や山地におけるマツニ次林の状況などを反映 して

いる可能性がある。
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弥生時代～古代の遺構埋積物では、B地区S D13に おいて解析に有効な数量の花粉が産出した。ただし、

検出された花粉は、A地区S D02試料と比べ保存状態が悪 く、風化に強いシダ類胞子や針棄樹花粉の割合が

高 く、この他の種類が相対的に低い傾向にある。マツ属は、上述 した試料と同様に相対的に増加 した可能性

が高い。検出された分類群は、上記 したA地区 S D02と 類似 し、ブナ属やコナラ亜属、ハンノキ属が多く認

められたことから、森林植生は中世頃と同様の景観が推定される。また、周辺には、タケ亜科やヨシ属など

を含むイネ科やカヤツリグサ科やヨモギ属などの人里植物が生育したと推定される。

土地利用および栽培植物

今回分析対象とした基本土層Ⅳ・V・ Ⅵ層および弥生時代～古代、中世および中世～近世の遺構埋積物の

うち、D地区東壁Ⅳ層からイネ属の植物珪酸体、中世の溝状遺構からイネ属 (花粉、植物珪酸体)お よびソ

バ属花粉が検出された。

このうち、A地区 S D02・ 08の イネ属花粉は、水田耕上を判定する目安とされるイネ科全体に対するイネ

属の害J合が30%(中村1980)に 近い値を示 した。一方、イネ属の機動細胞珪酸体が5,0004固/g以上検出さ

れた場合、安定 した稲作が行われたとされるが、上記 した試料では未検出、あるいは約200個 /g程度と極

めて含量が低い。ソバ属花かは、イネ属に比べて産出量が極端に少ないが、虫媒花であり花粉生産量 。飛散

能力とも低いため、生産量を判断する目安とはならない。以上の産状を考慮すると、調査区内における稲作

を支持することはできないが、中世および中世～近世頃には周辺域で稲作やソバ栽培が行われていたことが

推定される。
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1 マツ属複維管束亜属 (A地区 S D02,1)
2 スギ属 (A地区 S D021 1)
3 ハンノキ属 (A地区 S D02,1)
4 コナラ亜属 (A地区 S D02,1)
5 ブナ属 (A地 区 S D0211)
6 タンポポ亜科 (A地 区 S D02;1)

第14図 花粉化石

7 イネ属 (A地 区 SD02i l)
8 ソバ属 (A地 区 S D02:1)
9 他のイネ科 (A地 区 SD021 1)
10 オモダカ属 (A地区 S D02:1)
11 ミズアオイ属 (A地 区 S D02,1)
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2 タケ亜科短細胞珪酸体 (A地区 北壁 ;Ⅵ層 )

3 ヨン属短糸日胞珪酸体 (A地区 北壁 iV層 )

(1～ 4)

イチゴソナギ亜科短糸日胞珪酸体 (A地区 S D02;

イネ属機動細胞珪酸体 (E地区 東壁 ;Ⅳ層 )

ヨシ属機動細胞珪酸体 (A地 区 北壁 ;V層 )
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第15図 植物珪酸体
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結

基本層序について

中曽根西遺跡は、沖積平野に立地しているため基本層序が複雑になっている。ここで再度整理してみる。

第 I層 は、褐灰色シル トで現在の耕作土である。

第Ⅱ層は、黒掲色シルトである。明治44年以降、中曽根集落周辺では国場整備事業を実施 しており、この

頃の耕作土ないし床土と推測する。

第Ⅲ層は、褐色シル トである。調査地区のほぼ全域で確認できる。D地区およびE地区の第Ⅳ層上に幅

15m前後で深さが 5 cm前 後の浅い溝 S D40・ 42・ 44・ 59～ 61があり、これらの溝の覆土が第Ⅲ層である。

中曽根集落をはじめ放生津潟周辺の湿田では、放生津潟に堆積 した土を「タズリ」と呼ばれる田舟に乗せ湿

田に客上しており、このS D40を はじめとする第Ⅲ層を覆土とする浅い溝群は、タズリの痕跡の可能性が高

い。覆土中からは近世の遺物を中心に出土しており、近世～近代にかけて堆積 した土層と推定できる。

第Ⅳ層は、灰色粘土である。D地区、E地区南半部で検出された。中世遺構の覆土も第Ⅳ層を中心とする

ことから、中世～近世にかけて堆積 した土層と推定できる。

第V層 は、黒褐色シル トである。A地区北端部、B地区東側、E地区北半部で検出された。中世遺構は第

V層 を掘 り込んでおり、弥生時代の遺構は第V層 を覆土としていることから、弥生時代～古代にかけて堆積

した土層と推定できる。

第Ⅵ層は、青灰色粘土で、上部は酸化 し黄褐色となる。いわゆる庄川ガマで、地山である。

第Ⅶ層は、青灰色細粒砂である。地山である。縄文時代前期の海進時に堆積 した土層と推定できる。
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第16図

タズリでの客土作業

※写真には「片口村に於ける

湿田地帯の客土作業 (俗 にゆ

う「たず り」を使って)」 と

記載がある。(富山県農地部耕地課1952よ り)
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道路址 S F01に ついて

A地区で中世の道路址 S F01が検出された。 S F01は 2時期に分けることができる。 S F011期 は、盛土

最下層の地山直上から珠洲が、路面上層には珠洲Ⅲ期の情鉢が出土していることから、時期は鎌倉～南北朝

時代、12～ 14世紀代に位置付けできる。S F01Ⅱ 期は、出土遺物が少なく時期を判断しにくいが、第Ⅲ層が

部分的にS F01Ⅱ 期の路面を覆っていることから近世が下限となり、室町～江戸時代、15～16世紀代に位置

付けしておく。

I期は西側側溝が確認できていないが調査地区内での最大検出幅は3,7m以上ある。Ⅱ期は最大幅46mを

浪1る 。道幅は2間 ないし2間半を測る。富山県内での中世の道路辻幅は半間～ 1間半がその大半であり (酒

井・古川2008)、 S F01は幅広の道となる。A地区の北側および南側は地山の標高が調査地区中央部より高

いため、中央部が一段凹んだ形となる。また、当遺跡は低湿であり地盤が軟弱なため、 S F01の路肩が崩落

しやすいので、道幅を広 くしたものと推測できる。

D地区、E地区および鷲北地区ではS F01Ⅱ 期の延長が確認できないことから、主要地方道新湊庄川線の

下を走る可能性がある。

S F01の南方向延長線上には河口保や塚原保の比定地があり、 S F01の北方向延長上には13世紀後半に創

建された禅興寺がある。現在もS F01の東側を主要地方道新湊庄川線が沿つて走ることから、この S F01は

放生津と砺波平野を結ぶ道路の可能性がある。

第17図 中曽根西遺跡考古歴史地図 (1/5万 )

六渡寺

。
雪見ケ岡

上牧野  撲館塚遺跡

石瀬保

姫野保

姫野諏訪社遺跡
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